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調
査
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告
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六
）
で
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成
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序
説
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二
章
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文
時
代
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第
二
章

・
歴
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時
代
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第
四
章

。
そ
の
他
、
第
五
章

・
総
括
と
し
た

三
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本
書
で
扱
っ
た
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有
名
詞
、
こ
と
に
氏
名
も
敬
称
を
略
し
、
配
列
は
五
十
音
順
と
し
た

四
、
本
書
の
執
筆
は
、
佐
々
木
克
典
、
末
木
健
、
日
代
孝
、
奈
良
泰
史
、
野
中
和
夫
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康
及
で
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
の
構
成
、
編
集
に
つ
い
て
は
平
松
が
立
案
し
、
そ
れ
を
全
執
筆
者
に
計
っ
た
。
最
終
的
な
編
集
、
校
正
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代
、
平
松
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森
が
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っ
た

。
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区
出
土
土
器

（２
）

大
月
遺
跡
第
１

，
２
号
住
居
址
出
土
石
器
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版
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跡
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…
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…
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第
■
図
版
　
土
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●

（１
・
２
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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掘
発
加
者
…
≡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
”

砂

D

(12)



■
Ч

■
Ч

第

三
早

序

諸
　　　一一一日

中
部
地
方
は
、
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ッ
サ
＝
マ
グ
ナ
上
に
ま
た
が
っ
て
い
て
、
北
東
日
本
と
南
西
日
本
を
分
け
る
接
点
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
地
質
構
造
の
在
り
方
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
方
言
の
分
布
な
ど
か
ら
み
る
と
、
や
は
り
東
日
本
的
な
も
の
と
西
日

本
的
な
も
の
と
の
中
間
地
帯
を
な
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
人
間
社
会
の
形
成
の
過
程
に
お
い
て
も
、
い
わ
ば
文
化
伝
播
の
十
字

路
と
し
て
ル
ツ
ボ
と
化
し
た
に
違

い
な

い
。
あ
る
年
代

に
は
東
か
ら
ま
た
あ
る
時
期

に
は
．西
か
ら
の
影
響
を
さ
ま
ざ
ま
に
受
容
し

つ
つ
、

そ
の
複
雑
な
経
緯
の
な
か
に
独
特
な
文
化
を
う
み
だ
し
て
い
っ
た
と
勘
案
さ
れ
る
。

果
た
せ
る
か
な
、
縄
文
時
代
早
期
終
末
の
段
階
に
は
、
は
や
く
も
接
触
地
帯
と
し
て
の
様
相
を
帯
び
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
現
象
は
、

時
に
程
度
の
差
は
あ
れ
、
そ
の
後
の
中
部
地
方
の
歴
史
と
有
機
的
に
か
か
わ
っ
て
き
た
と
い
う
見
通
し
を
た
て
る
に
十
分
な
証
左
と
な
ろ
う
。

勿
論
、
地
方
色
の
発
揚
さ
れ
た
時
代
は
あ

っ
た
。
組
文
時
代
中
期
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
初
頭
か
ら
中
葉
に
か
け
て

製
作

・
使
用
さ
れ
た
縄
文
土
器
は
、
い
わ
ば
東
日
本
的
な
あ
り
か
た
の
な
か
で
、
個
性
を
顕
著
に
打
出
し
た
―
―

つ
い
で
に
い
う
と
、
日
本
海
沿
岸

地
帯
か
ら
中
部
山
岳
地
帯
を
経
て
大
平
洋
沿
岸
地
帯
に
ま
た
が
る
地
理
的
跛
行
性
は
、
そ
の
ま
ま
文
化
の
相
対
的
独
立
性
を
強
く
示
し
や
―
―
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
の
発
揚
は
、
そ
の
後
の
長
い
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
幾
度
も
く
り
か
え
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
大
月
遺
跡
の
立
地
す
る
大
月
市
は
、
文
字
通
り
山
岳
地
帯
の

一
翼
を
担
う
山
梨
県
の
東
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

当
該
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
遺
産
と
、
そ
れ
ら
文
化
遺
産
を
う
む
に
い
た
っ
た
背
景
―
―
と
り
わ
け
文
化
の
伝
播
経
路
を
検
索
す
る
う
え
で
留
意
し

説



て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
山
ま
た
山
に
囲
ま
れ
た
複
雑
き
わ
ま
り
な
い
山
梨
県
の
地
形
は
、
現
在
で
も
や
や
も
す
れ
ば
住
民
の
生
活
を
規

制
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
問
題
は
考
古
学
的
解
釈
の
な
さ
れ
る
悠
遠
の
時
代
に
あ

っ
て
も
あ
る
程
度
は
思
め
ざ
る
を
得
な
い
問
題
だ
か
ら

で
あ
る
。
事
実
、
既
知
の
考
古
学
資
料
―
―

こ
と
に
土
器
を
比
較
研
究
し
て
み
る
と
、
県
下
の
東
と
西
で
は
製
作
技
術
に
相
違
い
が
あ
る
。

こ
の
意
味
で
大
月
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
に
従
事
で
き
た
わ
れ
わ
れ
発
掘
者
は
、
四
六
時
中
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
目
的
意
識
を
持

っ
て
こ
と

に
あ
た
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
も
調
査
は
、

一
棟
の
校
合
改
築
敷
地
内
と
い
う
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
出
来
う
る
か
ぎ
り
万

全
を
期
す
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
か
つ
ま
た
能
率
的
に
行
な
う
よ
う
努
力
し
た
。
調
査
に
の
ぞ
み
、
あ
る
い
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の

課
題
と
し
た
と
こ
ろ
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
い
ち
い
ち
を
披
涯
し
て
い
た
の
で
は
く
だ
く
だ
し
く
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
た

だ

一
点
に
つ
い
て
の
み
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
緊
急
調
査
な
ら
で
は
の
悩
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
遺
構
に
直
面
し
た
場
合
は
、
そ
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
貌
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
い
う
希
求
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
で
は
図
ら
ず
も
都
合
四
軒
の
住
居
址
を
発
見
す
る
二
と
に
成

功
し
た

（そ
の
他
の
遺
構
も
あ
っ
た
）。
し
か
も
、
こ
の
う
ち
の
三
軒
は
、
腕
の
ふ
る
い
が
い
の
あ
る
よ
う
な
代
物
と
判
断
さ
れ
た
。
が
、
こ
れ
ら
の

住
居
址
は
三
軒
が
三
軒
調
査
区
域
と
そ
の
埓
外
に
―
―
あ
ま
つ
さ
え
、　
一
軒
の
住
居
址
は
八
～
九
割
方
が
埓
外
に
―
―
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
県
教
育
委
員
会
に
報
告
し
た
時
、
多
少
の
紆
余
曲
折
が
あ
る
に
は
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
発
掘
を
途
中
で
放
棄
す

る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
に
す
ん
だ
。
要
す
る
に
、
調
査
が
緊
急
調
査
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
教
委
で
は
わ
れ
わ
れ
発
掘
者
の
心
中
を
汲
ん

で
い
た
だ
け
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
発
掘
者
を
代
表
し
て

一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（平
松
康
毅
）

参
考
文
献

ｏ
永
峰
光

一
中
縄
文
文
化
の
発
展
と
地
域
性
―
―
中
部

（
日
本
の
考
古
学
■
　
縄
文
時
代
）
河
出
書
房
新
社
　
昭
和
四
〇
年

ｏ
久
永
春
男

【
縄
文
後
期
文
化
―
―
中
部
地
方

（新
版
考
古
学
講
座
３
　
先
史
文
化
）
雄
山
閣
　
昭
和
四
四
年

|

ａ
▼
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第一図 大月遺跡付近地形図



１

大
月
遺
跡
の
位
置

大
月
遺
跡
の
絶
対
位
置
は
北
緯
二
五
度
三
七
分

一
二
秒
、
東
経

一
二
九
度
三
〇
分
四
七
秒
の
交
差
す
る
地
帯
で
あ
る

（第

一
図
）。
ま
た
、
行
政
上

の
位
置
は
、
山
梨
県
大
月
市
大
月
二
丁
目
十

一
の
二
〇
で
、
地
目
は
県
立
都
留
高
等
学
校
の
校
庭
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（平
松
康
毅
）

2

遺
跡
を
め
ぐ
る
地
理
的
環
境

山
中
湖
に
源
を
発
し
た
桂
川
が
北
流
し
て
き
て
、
笹
子
峠
付
近
よ
り
西
流
し
て
き
た
笹
子
川
と
大
月
市
内
に
入
っ
て
合
流
す
る
が
、
遺
跡
は
こ
の

合
流
点
に
近
い
桂
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
。
標
高
は
三
六
五
ｍ
で
あ
り
、
桂
川
と
の
比
高
は
約
二
〇
ｍ
で
あ
る
。

桂
川
は
本
流
と
な
っ
て
相
模
湖
へ
と
東
流
し
て
行
く
が
、
沿
岸
に
は
河
岸
段
丘
の
発
達
が
著
し
く
、
大
月
市
に
発
見
さ
れ
る
多
数
の
原
始

・
古
代

の
遺
跡
は
こ
の
段
丘
上
に
分
布
し
て
い
る
が
、
紀
文
時
代
の
遺
跡
は
段
丘
面
が
最
も
広
い
中
位
段
丘
面
に
分
布
し
て
い
る
と
い
え
る
。
桂
川
本
流
の

河
岸
段
丘
は
、
高
位
段
丘

・
中
位
段
丘

・
低
位
段
丘
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
中
位
段
丘
は
、
正
面
に
あ
た
る
鳥
沢
面
と
上
野
原
面
、
お
よ
び
Ｈ
面
と

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
大
月
遺
明
は
こ
の
中
位
段
丘
Ｉ
面
の
鳥
沢
面
に
位
置
し
て
い
る
。

遺
跡
の
北
側
に
は
国
道
二
〇
号
線
、
さ
ら
に
、
そ
の
北
側
に
国
鉄
中
央
本
線
が
並
行
し
て
東
西
に
走
っ
て
い
る
。
西
側
に
は
富
士
急
行
線
と
国
道

一
二
九
号
線
と
が
並
行
し
て
桂
川
に
沿
っ
て
走
り
、
南
側
は
林
宝
山

（六
四
〇

ｍ
）
が
迫
り
、
東
側
に
は
小
学
校
、
市
役
所
と
続
き
市
街
地
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
遺
跡
は
、
明
治
三
四
年
校
舎
建
築
の
折
に
石
棒
の
先
端
が
発
見
さ
れ
、
続
い
て
大
正
七
年
の
甕
形
土
器
の
発
見
に
よ

っ
て
注
目
さ
れ
、
昭
和
二
年
富
士
山
麓
電
鉄
の
工
事
の
際
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

「大
月
遺
跡
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
回
の
発



■
Ч

■
Ч

掘
調
査
区
域
は
、
屋
内
体
育
館
の
東
側
に
隣
接
す
る
約
七
〇
〇
平
方

ｍ
の
範
囲
で
あ
る
。

参
考
文
献

ｏ
桂
田
保
他

中
山
梨
県
応
用
地
質
誌
　
昭
和
四
九
年
　
山
梨
県

ｏ
仁
科
義
男
中
甲
斐
の
先
史
並
原
始
時
代
の
調
査
―
―
大
月
遺
跡

（甲
斐
志
料
集
成

一
二
）
甲
斐
志
料
刊
行
会
　
昭
和

一
〇
年

ｏ
大
月
市
史
編
纂
委
員
会

“
大
月
市
東
―
―
史
料
編
　
大
月
市
役
所
　
昭
和
五

一
年

（田
代

孝
）
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第二図 大月遺跡周辺の遺跡分布図
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周
辺
部
の
諸
遺
跡

造
跡
は
単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
遺
跡
を
点
と
考
え
た
場
合
、
点
の
廻
り
に
は
ま
た
別
の
点
が
あ

っ
て
、
そ
の
点
と
点
を
結
ん
だ
時
、

そ
こ
に
ひ
と
つ
の
文
化
圏
が
浮
彫
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
大
月
遺
跡
の
場
合
も
、
ま
た
然
り
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
大
月
遺
跡
を
め
ぐ
る
周
辺
部
の
遺
跡
を

一
通
り
瞥
見
し
て
み
た
い
。
以
下
に
列
挙
す
る
遺
跡
は
、
大
月
市
で

一
Ｏ
ヵ
所

（大
月
遺

跡
は
含
ま
れ
な
い
）
、同
じ
く
都
留
市
で
も

一
Ｏ
ヵ
所
に
限
り
、
大
月
遺
跡
と
同
時
代
の
遺
構

・
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
を
主
眼
に
し
た
。
し

か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
こ
に
列
記
し
た
遺
跡
が
代
表
的
遺
跡
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
で
に
調
査
さ
れ
て
内
容
の
明
確

な
遺
跡
す
ら
地
図
上
に
落
せ
な
く
て
記
述
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
各
遺
跡
の
特
徴
は
、
特
に
重
要
な
も
の
で

大

月

市

月

谷

原

戸

原

狩

田

木

石

平

点

蜘

坤

田

戸

　

本

　

　

ノ
．
Ｌ Ｃ 地

大

宮

東

東

和

木

柳

四

平

指

西

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

縄文中～後期・歴史時代

組文中期

縄文中期

組文中期・古墳時代～歴史時代

縄文中期・古墳時代～歴史時代

縄文中～後期

縄文後期

紀文中期

縄文中期

組文中期

古墳時代～歴史時代

都
　
　
留
　
　
市

宮

出

国

原

通

山

根

畑

原

合

の
　

　

　

　

田

曾

　

崎

千

神

桃

松

美

生

桃

西

尾

落

縄文前～後期・古墳時代～歴史時代

縄文前～中期・古墳時代～歴史時代

紀文前～中期・古墳時代～歴史時代

縄文中期

縄文早期～後期・古墳時代～歴史時代

縄文中期・弥生

縄文中期・弥生

縄文期

縄文中期～後期

縄文・古墳時代～歴史時代

第 1表 大月市・都留市遺跡地名表



な
い
か
ぎ
り
、
は
し
ょ
っ
て
説
明
し
た
い
。

ち
な
み
に
大
月
市
で
は
、
ざ
っ
と

一
〇
Ｏ
ヵ
所
余
り
の
追
跡
が
確
認
調
査
さ
れ
て
お
つ
、
そ
の
う
ち
の
九
〇
カ
所
は
縄
文
時
代
の
遺
物
が
出
土
し

て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
都
留
市
で
は
、
昭
和
四
六
年
の
分
布
調
査
で
都
合
五
九
遺
跡
が
確
認
報
告
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
在
で
は
若
干
の
変
動

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
大
月
市
〉

０
、
大
月
遺
跡

（大
月
二
丁
目

一
一
の
二
〇
）

桂
川
本
流
が
笹
子
川
と
の
合
流
点
の
近
接
地
の
中
位
段
丘
に
発
達
し
た
遺
跡
。
本
稿
の
基
点
と
な
る
。

１
、
宮
谷
遺
跡

（富
浜
町
宮
谷
）

大
月
遺
跡
か
ら
北
東
に
約
四

・
八
ｋｍ
の
地
点

（以
下
同
じ
）。
百
蔵
山
の
山
麓
で
原
野
山
林
か
ら
耕
地
に
移
動
す
る
境
界
の
標
高
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
付
近
。

純
文
中
期
の
隅
丸
方
形
の
竪
穴
式
住
居
址
が

一
軒
検
出
さ
れ
て
い
る
。

２
、
東
井
尻
原

（七
保
町
下
和
田
）

北
東
方
面
に
約
二

・
六
ｋｍ
。
百
蔵
山
南
麓
２
扇
状
地
で
、
標
高
四
三
〇
ｍ
付
近
に
位
置
し
た
が
、
市
営
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
で
埋
没
し
た
。

３
、
東
梨
木
戸

（七
保
町
下
和
田
）

北
東
に
約
二

・
二
五
ｋｍ
。
百
蔵
山
南
麓
２
扇
状
地
上
の
独
立
丘
上

（標
高
四
二
〇
ｍ
）
に
位
置
す
る
。

４
、
和
田
原

（七
保
町
和
田
）

北
東
に
三
ｋｍ
。
葛
野
川
左
岸
の
中
位
段
丘
と
高
位
段
丘
の
中
間
に
位
置
す
る
斜
面
に
あ
り
、
標
高
三
四
〇
ｍ
の
付
近
。
土
師
器
片
な
ど
出
土
し
て

い
ソ④
。

５
、
木
戸
狩

（賑
岡
町
畑
倉
）

一〇

▲

７
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1,2
大月町真木辻遺跡

(左・高さ53閉、右'高 さ46伽、金森辰政氏蔵)

3笹子町彩 J維跡(深鉢形土器・高さ28昴 、仁科民人氏蔵)

4賑岡町畑倉遺跡(釣手上器・高さ2昴、天野―太氏蔵)

5賑岡町畑倉 (深鉢形土器・高さ15昴、小俣吉邦氏蔵)

6猿橋町岡遺跡(広日壺形土器・高さ30"、 鈴木武雄氏蔵)

7 tll町下和田町遺跡(深鉢形土器・高さ30"、土屋正一氏蔵)

8賑岡町浅刊遺跡(有孔鍔付土器・高さ12"、 渡辺光雄氏採集)

�
瑠

第二図 大月市各遺跡の出土土器



輯
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I-3千の宮
9～ 12美  通

第四図

4～ 6神 出 7～ 8桃 園
13～ 16生田山 17～ 20桃 曽根

都留市各遺跡の出土土器(|)



26

25

21～ 24西畑  25～ 27尾崎原

第五図 都留市各遺跡の出土土器(2)

■
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■
電

北
東
に
二

・
入
ｋｍ
。
河
岸
段
丘
上
に
存
し
、
東
西
約

一
五
ｍ
、
南
北
約

一

五
ｍ
の
範
囲
。
石
棒
な
ど
出
土
し
て
い
る
。

６
、
柳
田

（御
太
刀
）

北
東
に

一
。
二
八
ｈ
。
桂
川
段
丘
上
の
溶
岸
帯
か
ら
赤
土
層
に
変
な
地
点

で
標
高
二
五
〇
ｍ
付
近
。
大
月
遺
跡
と
と
も
に
大
月
地
区
最
大
の
遺
跡
と
目

さ
れ
て
い
る
。

７
、
四
本
木

（駒
橋
）

北
東
に
約

一
ｈ
。
菊
花
山
麓
の
緩
傾
斜
面
が
溶
岸
帯
に
接
す
る
赤
土
層
上

の
標
高
三
六
Ｏ
ｍ
地
点
。
大
月
遺
跡
と
と
も
に
大
月
地
区
最
大
の
遺
跡
。

８
、
平
石

（賑
岡
町
浅
利
平
石
）

北
西
方
面
に

一
・
七
臨
い
台
地
上
に
存
し
、
石
皿
、
石
棒
、
石
斧
な
ど
が

出
土
し
て
い
る
。

９
、
指
平

（賑
岡
町
浅
利
指
平
）

北
西
に

一
。
九
ｋｍ
。
河
岸
段
丘
上
に
存
し
、
土
器
、
石
器
の
出
土
ほ
か
住

居
址
の
形
跡
も
確
認
は
さ
れ
て
い
る
。

１０
、
西
ノ
上
Ｃ
地
点

（大
月
町
花
咲
）

西
に
二

。
一
ｈ
。
笹
子
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
で
標
高
四
二
〇
ｍ
の
舌
状
台

地
の
西
向
緩
斜
面
。
土
師
器
片
が
表
面
採
集
さ
れ
て
い
る
。



〈
都
留
市
〉

■
、
千
の
宮

（
田
野
倉
）

南
に
○

・
七
臨
。
桂
川
の
右
岸
段
丘
の
三
島
神
社
境
内
と
隣
接
の
畑
地
が
遺
跡
。

‐２
、
神
出

（田
野
倉
）

南
西
に

一
・
三
ｈ
。
上
記
千
の
宮
遺
跡
の
南
西
に
接
続
す
る
平
地
。

・３
、
桃
園

（田
野
倉
桃
園
）

南
西
に
一
・
五
五
肺
。
神
出
遺
跡
の
西
方
に
接
す
る
。

‐４
、
松
原

（与
縄
）

南
西
に
二

・
五
ｈ
。
後
述
す
る
生
出
川
支
峰
の
天
神
峠

（玉
川
）
に
近
い
ゆ
る
や
か
な
山
腹
の
傾
斜
地
。

・５
、
美
通

（井
倉
）

南
に
四
ｋｍ
。
宮
川
の
右
岸
段
丘
に
存
し
、
楕
円
．押
型
文
土
器
か
ら
加
宮
利
Ｂ
式
上
器
ま
で
を
出
土
さ
せ
る
複
合
遺
跡
。

‐６

、
生
出

山

（
四
日
市
場

生

出

山

）

南
西
に
五
二
五
ｈ
。
標
高
七
〇

一
ｍ
の
生
出
山
山
頂
に
存
す
。

‐７
、
桃
曾
根

（下
戸
沢
桃
曾
根
）

南
に
六

・
五
ｋｍ
。
戸
沢
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
に
位
置
し
て
い
る
。

‐８
、
西
畑

（上
戸
沢
西
畑
）

南
東
に
六
・
六
五
肺
。
桃
曾
根
遺
跡
と
同
様
に
戸
沢
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
。

‐９
、
尾
崎
原

（朝
日
馬
場
）

凪
Ｖ

ゆ
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C

南
東
に
六
節
。
朝
日
川
右
岸
の
朝
日
小
学
校
敷
地
内
。

２０
、
落
合

（朝
日
宮
雌
）

南
東
に
六

，
一
五
臨
。
大
旅
川
右
岸
の
山
腹
に
存
す
。
円
形
の
敷
石
住
居
跡
が
二
軒
発
見
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ｏ
大
月
市
史
編
纂
委
員
会

【
大
月
市
東
１
１
史
料
編
　
大
月
市
役
所
　
昭
和
五

一
年

そ
の
他
、
理
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
カ
ー
ド
ー
ー
大
月
市

今昭
和
四
六
年
）
・都
留
市

（昭
．和
四
六
年
）

（平
松
康
毅
）



４

発
掘
調
査
に
至
る
経
過

昭
和
五
〇
年
度
の
県
立
高
校
整
備
計
画
の

一
環
と
し
て
、
大
月
市
大
月
町
所
在
の
都
留
高
等
学
校
々
合
改
築
事
業
が
決
定
さ
れ
、
こ
の
為
、
旧
校

合
の
取
り
壊
し
が
昭
和
五
〇
年
夏
に
行
な
わ
れ
整
地
さ
れ
た
。

こ
れ
と
同
時
に
県
教
育
委
員
会
で
は
大
月
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
敷
地
の
、
発
掘
調
査
計
画
の
検
討
を
行
な
い
、
当
年
十
月
の

一
ヶ
月

間
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

作
業
着
手
前
に
地
元
大
月
市
内
の
考
古
学
愛
好
者
等
か
ら
、
遺
跡
の
調
査
あ
る
い
は
保
護
の
声
が
あ

っ
た
が
、
校
内
敷
地
は
す
べ
て
遺
跡
で
あ

っ

て
、
そ
の
保
存
が
困
難
で
あ
る
為
に
、
発
掘
調
査
を
行
な
い
、
記
録
保
存
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
と
し
た
。

他
の
章
で
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
大
月
遺
跡
は
古
く
よ
り
二
科
義
雄
の
手
に
よ
り
学
会
に
報
じ
ら
れ
、
又
、
学
校
の
図
書
室
の

一
隅
に
は
、
か

っ
て
出
土
し
た
土
器
が
復
元
展
示
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
広
く
県
下
に
知
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
月
市
周
辺
の
原
始
古
代
文
化
を
知
る
重
要
な
手

が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
東
京
よ
り
平
松
康
毅
を
招
き
、
調
査
担
当
者
と
し
て
現
地
に
常
駐
し
て
い
た
だ
き
、
県
文
化
課
文
化
財
主
事
森
和
敏
、
末
木

健
両
名
が
交
代
で
現
地
に
お
も
む
く
と
と
も
に
、
国
芸
高
校
教
諭
田
代
孝
を
二
ヶ
月
間
出
向
し
て
い
た
だ
き
調
査
体
制
を
整
え
た
。
又
、
地
元
在
住

の
森
本
圭

一
や
、
都
留
署
勤
務
の
小
林
広
和
、
大
月
市
々
編
纂
室
の
小
林
利
久
等
か
ら
郡
内
地
方
の
特
質
や
自
然
環
境
、
過
去
の
デ
ー
タ
ー
等
教
多

く
の
御
教
示
を
い
た
だ
き
当
初
の
計
画
以
上
の
調
査
体
制
が
地
域
を
含
ん
で
構
成
さ
れ
た
こ
と
は
こ
と
の
他
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

調
査
は
昭
和
五
〇
年
九
月
二
〇
日
か
ら
同
年
十

一
月
二
日
ま
で
の
実
質

一
ヶ
月
弱
で
あ

っ
た
が
―
秋
の
雨
天
の
時
期
と
も
重
な
り
、
又
日
照
時
間

が
短
く
な
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
朝
晩
の
冷
え
も
つ
の
る
中
で
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

乞
□
７

お

▼



■
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過
Ч

更
に
調
査
の
折
に
ふ
れ
明
治
大
学
助
教
授
小
林
二
郎
先
生
に
は
御
指
導
を
い
た
だ
き
、
現
地
で
の
指
示
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（末
木
　
健
）

５

学
　
史

「大
月
遺
跡
」
の
名
称
は
、
昭
和
の
初
頭
も
し
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
に
そ
れ
を
踏
襲
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
昭
和
三
年
五
月

一
日
付
で
文
部
省
宗
教
局
か
ら
発
行
さ
れ
た

『
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
』
第
二
集
第
五
号
に
仁
科
義
男
の
執
筆
に
か
か
る

「
甲
斐
国
大
月
の
先
史
遺
跡
に
就
て
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
仁
科
は
言

っ
て
い
る
。

「
甲
斐
国
大
月
が
遺
物
の
出
現
に
よ
り
て
付
近
の
人
々
に
幾
分
の
注
意
を
喚
起
せ
し
め
た
る
は
明
治
二
十
四
年
の
都
留
中
学
校
建
設
当
時
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
さ
れ
ど
当
時
は
史
前
考
古
学
等
の
知
識
未
だ
こ
の
あ
た
り
に
普
及
を
見
ざ
る
た
め
何
ら
記
録
的
研
究
調
査
を
な
す
者
も
な
く
、
惜
し
む

べ
き
資
料
も
無
惨
に
放
置
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
　

　

（中
略
）
　

　

し
か
る
に
去
る
大
正
七
年
中
学
校
理
化
学
教
室
建
造
に
あ
た
り
、
付
近
の

土
砂
採
集
に
よ
り
て
偶
然
地
下
よ
り
広
口
甕
形
土
器
を
発
掘
し
て
時
の
職
員
の
注
意
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
中
央
の
斯
学
府
に
ま

で
と
ど
く
よ

つヽ
に
な
っ
た
…
…
…
」

（筆
者
註
＝
旧
漢
字
を
改
訂
し
、
難
訓
難
読
の
も
の
は
出
来
る
か
ぎ
り
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
。
ま
た
、
文
中
に
み
え

る
都
留
中
学
校
は
、
で
つ
ま
で
も
な
く
旧
制
中
学
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
同
一
場
所
に
存
在
す
る
都
留
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
）

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言

っ
て
い
る
。

「本
稿
に
於
け
る
発
掘
調
査
は
昭
和
三
年
四
月
初
旬
、
現
都
留
中
学
校
長
石
塚
末
吉
氏
が
彼
の
富
士
噴
出
物
の
研
究
を
な
さ
ん
と
し
て
、
同
校
庭
を

発
掘
し
た
る
に
起
因
す
る
…
…
…
」

右
の
論
文
は
、
い
わ
ば
都
留
高
等
学
校
敷
地
内
に
お
け
る
最
初
の
発
掘
調
査
報
告
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
中
に
は
、
都
留
中

学
校
長
の
石
塚
末
吉
が
、
富
士
噴
出
物
の
研
究
を
目
的
と
し
て
校
庭
を
発
掘
し
た
、
と
は
っ
き
り
書

い
て
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
発
掘
の
記
録
と
各
所



の
所
蔵
品
を
も
と
に
書
き
起
こ
し
た
も
の
、
そ
れ
が

「甲
斐
国
大
月
の
先
史
遺
跡
に
就
て
」
で
あ

っ
た
。

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
調
査
の
主
旨
は
地
質
構
成
の
観
察
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
仁
科
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
調
査
は

一
石
二
鳥
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
の
結
果
、
調
査
地
区
の
垂
直
的
層
序
と
、
ひ
い
て
は
ど
の
層
位
か
ら
文
化
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
、
か
な
り
詳
細
に
記
述
し
て
あ
る
。
思
う
に
、
仁
科
も
そ
の
調
査
に
従
事
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
考
古
学
資
料
が
検

出
さ
れ
た
時
、
文
字
通
り
の
平
面
発
掘
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
物
足
り
な
い
感
じ
だ
が
、
そ
れ
は
現
在
か
ら
考
え
て
み
て
の
こ
と
、
考
古
学
が
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
の
当
時
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
後
、
仁
科
は
第
二
集
第

一
二
号
と
第
四
集
第
九
号
に
も
同
じ
主
旨
の
労
作
を
発
表
じ
て
い
る
。
こ
と
に
後
者
は
、
前
二

回
で
の
間
違

い
を
も
正
し
た
完
結
篇
で
、
そ
の
総
括
に
は
―
―
―

１
、
本
遺
跡
の
住
居
址
に
お
い
て
は
竪
穴
の
存
在
を
認
め
ず
、
い
わ
ゆ
る
平
地
石
畳
式
の
も
の
で
あ
る
。

２
、
本
遺
跡
の
炉
址
は
発
見
数
七
個
共
全
部
石
囲
で
あ
っ
て
土
器
を
利
用
せ
ず
、
こ
と
ご
と
く
方
形
で
あ
る
。

３
（
本
遺
跡
出
上
の
石
器
類
は
だ
い
た
い
磨
製
の
も
の
少
な
く
粗
製
の
も
の
多
く
、
打
石
斧
の
如
き
は
そ
の
形
状
よ
り
見
る
と
き
は
大
山
柏
氏
の

唱
え
る
土
掻
と
い
う
べ
き
も
の
、
す
な
わ
ち
ト
ン
ガ
と
称
す
べ
き
も
の
が
多
い
。

４
、
土
器
は
い
わ
ゆ
る
縄
文
式
厚
手
の
祖
形
的
な
も
の
よ
り
薄
手
の
諸
磯
式
と
称
す
る
も
の
や
精
巧
な
常
陸
方
面
に
類
似
形
の
も
の
や
弥
生
式
の

も
の
祝
部
の
も
の
ま
で
が
出
土
し
て
い
る
が
な
か
ん
ず
く
祝
部
は
南
北
の
両
端
か
ら
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
現
在
集
落
に
接
近
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
南
方
は
往
年
農
家
数
軒
が
存
在
し
た
る
古
屋
敷
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
に
し
て
、
北
方
は
大
月
旧
宿
の
所
在
地
で
あ
る
。

５
、
本
遊
跡
に
お
い
て
は
当
時
の
生
活
地
盤
よ
り

一
メ
ー
ト
ル
以
上
数
メ
ー
ト
ル
の
下
方
に
木
炭
や
完
全
土
器
ま
た
は
焚
火
址
の
如
き
場
所
が
あ

っ
た
こ
と
は
特
異
で
あ

っ
た
。

６
、
本
遺
跡
か
ら
は
土
器
、
土
偶
、
石
包
丁
の
如
き
は
ま
っ
た
く
発
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
土
錘
、
石
錘
、
共
に
同
様
な
次
第
で
あ

っ
た
。

４
Ｃ
ｙ
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第
六
図
 
大
月
遺
跡
の
出
土
土
器
(大
正
～
昭
和
)



※
敷
石
住
居
址
。
※
※
現
在
の
編
年
で
は
縄
文
時
代
中
期
の
範
躊
に
属
す
る
一
群
の
上
器
。
※
※
※
私
見
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
古
墳
か
ら
で
も
出
上
し
な
い
か
ぎ
り
、
弥

生
式
上
器
と
土
師

（器
）
式
土
器
は
区
別
さ
れ
な
か
っ
た
。
※
※
※
※
須
恵
器
。
※
※
※
※
※
誤
記
。

と
、
結
ん
で
い
る
。
こ
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
後
で
も
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
仁
科
が
大
月
遺
跡
と
い
う
時
、
そ
れ
が
都
留
中
学
校
＝
都
留
高
等
学
校
の
敷
地
を
差
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
議
論
の
余
地
が
な
い
。

と
い
う
の
は

「甲
斐
国
大
月
の
先
史
遺
跡
に
就
て
」
の
挿
図
、
す
な
わ
ち

″
大
月
遺
跡
付
近
地
形
図
（地
図
／

で
は
大
月
遺
跡
と
他
の
遺
跡
、
ま
た

は
遺
物
散
布
地
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
仁
科
は
学
校
の
敷
地
外
か
ら
出
土
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
叙
述
し
、
か
つ
、
そ

れ
ら
を
多
少
あ
い
ま
い
に
扱

っ
た
た
め
に
、
現
在
で
は
、
都
留
高
等
学
校
敷
地
内
の
遺
跡

・
遺
物
を
説
明
す
る
場
合
で
も
学
校
名
を
遺
跡
名
に
転
化

し
て
、
大
月
遺
跡
の
称
呼
を
使
用
し
な
い
人
も
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
山
本
寿
々
雄
に
よ
れ
ば
、
仁
科
は
大
正
時
代
か
ら
自
作
の
遺
跡
カ
ー
ド
を
も
ち
い
て
調
査
を
す
す
め
、
ま
た
、
「北
都
留
郡
中
央
部
に

於
け
る
先
史
民
族
の
遺
跡
に
就
て
」
や

『
考
古
学
雑
誌
』
上
に

「山
梨
県
北
都
留
郡
に
於
け
る
史
前
遺
物
発
見
地
名
表
」
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。
す
る
と
、
彼
が
、
前
記

『
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
』
以
前
か
ら
大
月
遺
跡
の
名
称
を
使
用
し
て
い
た
蓋
然
性
は
き
わ
め
て
高
く
、
そ
う

し
た
仁
科
の
業
積
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
な
訳
で
、
今
回
書
下
し
た
報
告
書
で
も
大
月
追
跡
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
今
、
発
掘
調
査
以
前
、
大
月
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
考
古
学
資
料
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
と
は
い
え
、
詳
述
す
る
の
で
は
な
く
、

要
点
の
み
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

大
月
遺
跡
の
存
在
が
人
び
と
の
回
の
端
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
三
四
年
の
学
校
建
設
中
で
あ

っ
た
こ
と
は
前
に
引
用
し
た
。
そ
れ

か
ら
現
在
ま
で
学
校
拡
充
や
ら
昭
和
二
年
の
発
掘
、
さ
て
は
富
士
急
行
の
線
路
の
敷
設

（ち
な
み
に
、
富
士
急
は
運
動
場
の
下
を
貫
通
し
て
い
る
）

な
ど
、
事
あ
る
た
び
に
考
古
学
資
料
は
陸
続
と
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
故
に
こ
そ
、
行
方
の
不
明
な
遺
物
は
少
な
く
な
い
の
で
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あ

る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で

「大
正
七
年
中
学
校
理
化
学
教
室
建
造
に
あ
た
り
、
付
近
の
土
砂
採
集
に
よ
り
て
偶
然
地
下
よ
り
広
口
簑
形
土
器
を
発
掘

（中
略
）

＞▼
」
に
は
じ
め
て
中
央
の
斯
学
府
に
ま
で
と
ど
く
よ
う
に
な
っ
た
…
…
…
」
の
記
述
に
見
合
う
簑
形
土
器
は
、
東
京
大
学
人
類
学
教
室

に
保
管
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
二
年
の
発
掘
で
検
出
さ
れ
た
資
料
は
都
留
高
等
学
校
に
、
さ
ら
に
新
制
高
校
に
な
っ
て
の
体
育

館
、
プ
ー
ル
、
学
生
寮
な
ど
の
建
設
中
に
出
土
し
た
遺
物
も
同
じ
く
都
留
高
等
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
土
木
工
事
で
偶
然
に
発
見
さ
れ

た
も
の
に
、
高
さ
三
四
飩
、
一肩
部
に
四
個
の
大
き
な
橋
状
把
手
を
も
つ
広
回
の
壺
形
土
器
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
資
料
は
、『日

本
原
始
美
術
１
縄
文
式
土
器
』
の
図
版

（第

一
三
六
図
版
）
に
も
大
き
く
扱
わ
れ
た
逸
品
で
あ
る
。

（平
松
康
毅
）

参
考
文
献

ｏ
仁
科
義
男

中
甲
斐
国
大
月
の
先
史
遺
跡
に
就
て

（史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
　
第
二
集
第
五
号
）
文
部
省
　
昭
和
三
年

ｏ
仁
科
義
男

中
甲
斐
国
北
都
留
郡
大
月
先
史
時
代
遺
跡
の
研
究

（え
跡
名
勝
天
然
記
念
物
　
第
四
集
第
九
号
）
文
部
省
　
昭
和
四
年

（な
お
、司史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
　
第
二
集
第
一
二
号
』
は
山
梨
県
教
育
委
員
会
・
山
梨
県
立
図
書
館
。
国
会
図
書
館
で
も
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
未
見
で
あ
る
）

ｏ
森
本
圭

一
中
富
士
火
山
砂
礫
層
と
遺
物
―
―
縄
文
時
代
中
期
後
葉
を
中
心
に
―
卜

（甲
斐
考
古
１０
の
１
）
山
梨
県
考
古
学
会
　
昭
和
四
七
年

ｏ
山
本
寿
々
雄

一
研
究
史
の
展
望

（山
梨
県
の
考
古
学
）
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
四
三
年

ｏ
山
内
清
男
ほ
か
編

一
日
本
原
始
美
術
１
組
文
式
上
器
　
講
談
社
　
昭
和
二
九
年
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調
査
の
経
過

発
掘
調
査
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
五
〇
年

（
一
九
七
五
）

一
〇
月

一
日
で
あ

っ
た
。
調
査
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
別
表

（第
二
表
）

の
通
り
で
あ
る
。

表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
調
査
中
は
、
は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
、
雨
に
た
た
ら
れ
ど
う
し
で
あ

っ
た
。
三
六
日
の
調
査
期
間
中
、
な
ん
と

一
四

日
も
雨
に
悩
ま
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
雨
は

一
日
中
か
、
ま
た
は
半
日
だ
け
と
い
う
の
が
常
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
作
業
を
続
行
す
る
か
ど
う

か
、
そ
の
行
方
を
決
定
す
る
に
難
し
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
〇
月
二
日
は
、
午
前

一
一
時
五
六
分
か
ら
雨
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
一
一時
二
〇

分
を
境
に
雨
脚
が
強
く
な
り
、
そ
の
う
え
と
て
も
や
み
そ
う
な
気
配
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
、
遺
憾
な
が
ら
調
査
を
続
行
す
る
こ
と
に
見
切
り
を
つ

け
た
。
以
来
、
半
日
だ
け
の
降
雨
の
時
は
、
昼
食
時
を
さ
か
い
に
し
て
、
調
査
を
進
行
さ
せ
た
り
、
と
り
や
め
た
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
調
査
は
発
掘
地
区
の
西
半
分
、
す
な
わ
ち
現
地
で
は
休
育
館
側
に
あ
た
る
部
位
か
ら
着
手
し
た
。
理
由
は

「
地
区
設
定
」
で

く
わ
し
く
述
べ
る
つ
も
り
だ
が
、
調
査
地
全
体
の
土
層
状
態
と
遺
跡
に
つ
い
て
の
従
来
の
知
識
を
も
と
に
、
調
査
方
法

（表
土
剖
ぎ
）
を
三
分
し
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ξ
つ
し
て
、
調
査
地
区
の
西
半
分
に
設
定
し
た

一
辺
が
二

ｍ
の
方
眼
の
地
区
割
り
を

一
枡
ご
と
に
発
掘
し
て
い
っ
た
。
こ

の
発
掘
は
、
も
ち
ろ
ん
手
掘
り
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
表
土
下
数

一
〇

伽
が
無
遺
物
層
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
建
築
物
の
土
台
の

存
在
で
調
査
の
進
渉
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
も
明
白
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
発
掘
地
区
の
東
半
分
の
表
土
剖
ぎ
に
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
後
退

式
の
パ
ワ
ー

・
シ
ャ
ベ
ル
を
導
入
し
た
。

話
を
も
と
に
も
ど
す
と
、
調
査
日
二
日
に
し
て
、
遺
構
は
発
見
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｈ
区
の
現
表
土
下
約

一
・
二

ｍ
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
直
径
約

二
五

釦
の
円
形
を
呈
し
、
は
じ
め
歴
史
時
代
の
柱
穴
で
は
な
い
か
と
観
察
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
遺
構
は
、
付
近
の
他
の
地
区
で
は
発
見



第 2表 発掘調査進行表

月 日
天 気

作 業
一削 後

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

１

２

３

４

５

| 水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

◎

●

０

０

◎

◎

●

○

○

０

０

●

◎

○

○

◎

●

●

◎

○

○

◎

◎

●

○

○

◎

○

○

○

◎

○

◎

●

●

０

０

●

◎

●

○

◎

●

○

○

０

０

●

○

○

０

０

●

●

◎

○

○

○

●

◎

○

◎

◎

○

○

Ｏ

Ｏ

０

０

●

午前中に地区設定を行ない、午後より発掘を開始する。
B-9区で土墳を発見する。

県教育長、文化課長現地視察

岩殿山頂より遺跡遠景写真撮影、テント設営
層序の実測を開始する。

市民病院の屋上より遺跡の遠景撮影

全体測量図を作製する。E二 8区で床面検出

第 1号住居址の存在を確認する。
第 3号住居l■の存在の可能性。拡張区を設定
第4号住居址の存在の可能性があるため拡張区を設定
明治大学小林二郎助教授視察

C-32,33区で濤状遺構
第 3号住居址平面プラン確認作業、県教育長視察

第2号住居址の存在を確認
第 1号住Eプラン確認のため拡張区設定

第 1号住居址の調査をほぼ完了

第 3,4号住居址の調査をほぼ完了
明治大学小林二郎助教授視察

第 2号住居址の写真撮影を行ない発掘調査終了

(○晴 ◎曇 ●雨)

Ｅ
Ч

Ｆ
Ｈ



す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
し
か
も
発
掘
を
す
す
め
る
う
ち
に
上
記
の
遺
構
は
柱
穴
で
は
無
く
、
い
わ
ゆ
る
土
墳
で
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
。
ま
た
、
土
器

・
石
器
は
表
上
下
七
〇
～
八
〇

銅
を
さ
か
い
に
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
か
ら
少
量
ず
つ
出
土
し
た
け
れ
ど
も
、
き
わ
め
て
無
意
的
に

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、　
一
時
は
、
調
査
地
区
全
体
の
か
な
り
深
い
地
層
ま
で
攪
乱
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
た
。

し
か
し
、　
一
〇
月

一
一
日
に
な
る
と
、
後
日
、
わ
れ
わ
れ
が
第
１
号
住
居
址
と
仮
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
遺
構
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
第

１
号
住
居
址
の
検
出
を
契
機
に
し
て
、
は
じ
め
に
書

い
た
地
区
割
り
の
西
半
分
と
東
半
分
で
二
軒
づ
つ
、
計
四
軒
の
竪
穴
住
居
上
を
検
出
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

さ
て
、
各
住
居
址
の
平
面
プ
ラ
ン
が
判
明
す
る
と
、
遺
物
の
と
り
あ
げ
に
は
、
麻
生
優
の
提
唱
し
た
い
わ
ゆ
る
原
位
置
方
式
を
援
用
し
た
。
こ
れ

は
住
居
址
の
性
格
と
、
小
林
達
雄
等
に
よ
っ
て
問
題
提
起
さ
れ
た
廃
棄
の
問
題
を
詮
索
す
る
う
え
で
、
こ
の
方
法
論
が
有
効
な
も
の
と
考
え
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
記
録
写
真
の
撮
影
に
は
こ
と
の
ほ
か
苦
慮
し
た
。
時
節
柄
、
日
没
が
速
く
、
折
角
カ
メ
ラ
チ
ャ
ン
ス
を
む
か
え
て
も
短
時
間
で
切
り

あ
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
別
に
い
え
ば
、
被
写
体
に
影
を
い
れ
ぬ
よ
う
写
真
撮
影
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
わ
ず
か
の
間
し
か
最
良
の
時
間
が
な
く

ひ
い
て
は
撮
影
枚
数
に
も
お
の
ず
と
制
限
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
調
査
日
数
の
関
係
か
ら
雨
天
に
撮
影
す
る
こ
と
す
ら
少
な
く
な

か
っ
た
。
な
か
で
も
歴
史
時
代
の
住
居
址
は
繰
返
し
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
破
目
に
な
り
、
最
後
に
は
暁
間
の
う
ち
に
宿
合
を
出
て
、
視
界
が
明

る
む
の
を
じ
っ
と
待

っ
て
撮
っ
た
り
し
た
。

次
に
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
構
は
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ム
層
を
切
り
込
ん
で
首
ま
れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
ロ
ー
ム
層
中
の
文
化
遺
物
と
遺
構

の
存
在
を
も
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
調
査
地
域
内
の
数
ヵ
所
を

ロ
ー
ム
層
深
く
試
掘
し
て
み
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
そ
う
し
た
資
料
を
発
見
す

る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
こ
の
調
査
の
偽

っ
て
来
た
る
原
因
が
、
校
合
改
築
と
い
う
土
木
工
事
に
先
が
け
た
考
古
学
的
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
い
わ
で

れ

Ｖ

ね
υ
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も
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
遺
構
を
保
存
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
調
査
終
了
後
、
遺
跡
地
は
埋
め
も
ど
さ
れ
、
校
合
建
設
に
着
手
さ
れ

た
。

（平
松
康
毅
）

参
考
文
献

ｏ
麻
生
優
中
原
位
置
論
序
説

（上
代
文
化
第
３８
韓
）
国
学
院
大
学
者
古
学
会
　
昭
和
四
四
年

ｏ
小
林
達
雄
一
縄
文
世
界
に
お
け
る
土
器
の
廃
棄
に
つ
い
て

（国
史
学
第
９３
号
）
国
史
学
会
　
昭
和
四
九
年

（な
お
、
麻
生
、
小
林
と
も
に
前
記
の
論
文
は
、
研
究
の
成
果
を
何
度
も
練
り
直
し
た
後
、
い
ち
お
う
の
纏
め
と
し
た
も
の
で
あ
る
）

調
査
組
織
調
査
員

（右
肩
の
Ｏ
印
は
責
任
者
）

末
木
健
、
田
代
孝
、
。
平
松
康
毅
、
森
和
敏
、

調
査
補
助
員

品
川
裕
昭

（駒
沢
大
学
）
本
山
道
男

（大
東
文
化
大
学
）
五
十
嵐
晴
子
、
石
原
敬
子
、
勝
俣
弥
生
、
川
口
敏
克
、
木
下
皇
子
、
清
水
婦
美
恵
、
静

山
雅
美
、
杉
本
知
子
、
日
中
千
鶴
子
、
田
村
正
和
、
田
村
素
子
、
津
田
由
子
、
向
山
み
ど
り
、
百
田
智
美
、
横
山
典
夫
、
渡
辺
酵
子と
、渡
辺
淳
子
（都

留
文
化
大
学
）
奈
良
泰
史
、
野
中
和
夫

（日
本
大
学
）
佐
々
木
克
典
、
米
国
明
訓

（明
治
大
学
）

現
場
事
務

亀
井
幸
子
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作
業
員

大
村
四
郎
、
奥
秋
去
、
後
藤
元
久
、
谷
内
寅
吉
、
古
屋
幸
夫
、
ｏ
山
口
弘

一
、
米
山
利
章
、
ｏ
和
田
博
ほ
か

（湯
山
工
務
店
）

調
査
中
の
実
測
は
勝
俣
、
川
口
、
佐
々
木
、
品
川
、
末
木
、
奈
良
、
野
中
、
平
松
、
本
山
、
米
日
、
渡
辺
（あ
）、
渡
辺
で
行
な
っ
た
。

一

調
査
中
の
記
録
写
真
撮
影
は
末
木
、
平
松
両
名
が
行
な
い
、
ス
ナ
ッ
プ
は
田
代
が
担
当
し
た
。

発
掘
調
査
中
、
特
に
指
導
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
方
が
た
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

小
林
二
郎
、
小
林
広
和
、
小
林
利
久
、
森
本
圭

一
、
山
本
寿
々
雄

７

整
理
の
経
過

調
査
が
終
了
す
る
と
、
大
月
遺
跡
の
出
土
遺
物
は
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
整
理
室
に
搬
入
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
整
理
は
お
お
む
ね
甲
府
市

に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
３

昭
和
五
〇
年

（
一
九
七
五
）

一
一
月

一
〇
日
に
は
県
文
化
課
に
調
査
員
が
集
合
し
て
、
整
理
や
報
告
書
の
作
製
等
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
①
整
理
は
一
一
月
二
三
日
よ
り
開
始
す
る
こ
と
に
し
、
あ
ら
か
じ
め
割
当
て
ら
れ
た
整
理
費
用
内
で
、
洗
浄
や
復
原
な
ど
に
要
す
る
時

間
的
経
過
を
考
慮
し
て
、
断
続
的
に
行
な
う
。
②
土
曜
日
と
日
曜
日
は
、
も
っ
ぱ
ら
大
月
遺
跡
と
そ
の
周
辺
部
の
既
出
の
遺
物
を
調
査
、
見
学
す
る
。

③
報
告
書
は
昭
和
五
二
年

（
一
九
七
七
）
二
月
い
っ
ぱ
い
で
上
梓
す
る
、
な
ど
を
決
定
し
た
。

℃

⑩
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と
こ
ろ
で
、
整
理
中
に
回
鉄
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
逆
遇
し
た
。
こ
の
た
め
佐
々
木
、
奈
良
、
平
松
の
三
名
は
、
甲
府
で
数
百
間
足
留
め
を
食
う
羽
目

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
原
因
し
て
、
頭
初
決
め
・ら
れ
た
整
理
費
用

（率
直
に
言
つ
て
多
く
は
な
か
っ
た
）
に
支
障
が
生
じ
た
。
こ
つ
し

て
再
度
、
整
理
費
用
を
追
加
し
て
も
ら
わ
ね
．ば
な
ら
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
整
理
の
完
了
を
も
遅
滞
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
遺
物
の
洗
浄
、
復
原
、

実
測
、
拓
影
、
写
真
撮
影
は
、
ひ
と
ま
ず

一
二
月

一
七
日
に
終
了
し
た
。
ト
レ
ー
ス
な
ど
は
翌
年
、
つ
ま
，
昭
和
五

一
年

（
一
九
七
六
）
に
持
越
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
松
康
毅
）

洗
　
浄

五
十
嵐
玲
子
、
大
川
原
恵
子
、
斎
藤
美
代
子
、
戸
沢
茂
子
、
渡
辺
賀
代
ほ
か

（山
梨
県
立
短
期
大
学
）

整

理

（復
原

。
実
測

。
拓
影
）

勝
俣
一
川
日
、
佐
々
木
、
田
代
、
奈
良
、
一野
中
、
平
松

遺
物
の
写
真
撮
影
は
末
木
、
日
代
、
平
松
が
行
な
っ
た
。

ト
レ
ー
ス
は
佐
々
木
、
奈
良
、
野
中
、
平
松
で
行
な
っ
た
。

整
理
中
、
特
に
指
導
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
方
が
た
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

奥
隆
行
、
小
林
二
郎
、
小
林
広
和
、
野
上
道
男
、
濱
野

一
彦
、
早
川
泉
、
樋
回
清
之

報
告
書
の
作
製
に
あ
た
っ
て
、
下
記
の
機
関
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

大
月
．市
教
育
委
員
会
、
都
留
高
等
学
校
、
東
京
大
学
理
学
部
人
類
学
教
室
。
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調
査
地
区
の
地
質
構
成

す
で
に
書

い
た
よ
う
に
、
大
月
遊
跡
の
地
質
構
成
に
つ
い
て
は
、
昭
和
の
初
期
に
も
公
表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
旧
制
都
留
中
学
校
長
石
塚
末
吉

の
手
で
調
査
さ
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
時
、
地
層
の
観
察
さ
れ
た
地
点
は
、
現
都
留
高
等
学
校
の
正
門
に
向
か
っ
て
右
側
の
運
動
場
の
端
、
つ
ま
り
桂

川
と
並
行
し
て
走
る
道
路
と
運
動
場
が
ほ
ぼ
接
触
す
る
あ
た
り
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

さ
て
、
今
回
、
考
古
学
的
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
体
育
館
正
面
玄
関
前
の
地
点
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ト
ト
の
校
合
建
設
敷
地
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
事
前
に
ロ
ー
タ
リ
ー
式

コ
ア
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
質
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
堆
積
層
は
表
土
下
四

・
三

ｍ
以
上
は

（玉
石
混
り
火
山
砂
礫
層
）
で
、
暗
灰
を
呈
し
、
密
に
締
っ
た
火
山
灰
砂
を

マ
ト
リ
ッ
ク

ス
と
し
て
、
最
大
径
二
〇
～
三
〇

釦
程
度
の
玄
武
岩
を
主
と
す
る
玉
石
を
混
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
４
層
の
上
に
は
層
厚
三

。
二
～
四

・
四

ｍ
で
暗
灰
を
し
た
第
３
層

（
火
山
灰
砂
）
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の

（
火
山
灰
砂
層
）
は
ロ
ー
ム
、
ス
コ
リ
ヤ
浮
石
お
よ
び
火
山
礫
等
の
種
々
の
粒
度

の
火
山
砕
暦
物
よ
り
成
る
不
規
則
な
地
層
で
あ
る
。
次
に
第
２
層
は
火
山
灰
を
混
入
し
た

（礫
混
リ
ロ
ー
ム
層
）
で
○

・
入
～

一
・
Ｏ

ｍ
の
層
厚
を

も
ち
暗
灰
を
呈
す
。
そ
の
上
部
は
黒
灰
色
の
い
わ
ゆ
る

（表
土

一
腐
植
土
）
で

一
・
五
～

一
・
八

ｍ
の
層
厚
、
と

『
県
立
都
留
高
校
改
築
工
事
地
質

調
査
報
告
書
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
表
土
下

一
・
八

ｍ
ま
で
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
表
土
層
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
考
古
学
的
調
査
の
対
象
と
な
る
層
序
の
大
部
分
は
地
質
学
的
に
は

一
枚
の
表
土
層
と
し
て
扱
わ
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
は
何
の
こ
と
だ
か
わ
か

ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
記
地
質
調
査
報
告
書
で
い
う
第

一
層
の
層
厚
を
細
分
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
で

拡
岬

胞

ｙ
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第 3表

大月遺跡調査地区ボーリング地質桂状表

素
度
ＣＬ
ω

一鮒
騨
鰐
岬
鰐

深

″

ＣＬ

X

一

曲

密

】

曲
―
―

―

―

―

―

上

螂
鶴
鰐
卿一瑠
η
裏
鞍

漂
度
∝
ｍ

韓

鼎

仰
競

“幾
狸獅肋
叫
州
鰐



あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
ま
で
に
述
べ
て
き
た
第
２
層
は
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ム
層
で
あ
り
、
し
た
が
つ

で
あ
る
。
そ
し
て
地
質
調
査
報
告
書
で
第
１
層

（表
土

・
腐
植
土
）
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
は
、

に
細
分
さ
れ
る
。

て
こ
れ
か
ら
述
べ
る
堆
積
層
の
基
層
に
な
る
も
の

一以
下
で
は
下
か
ら
上
に
１

・
２

ｏ
３

・
ｏ
と
５
層

ふ
つ
う
に
は
ロ
ー
ム
漸
移
層
な
ど
と

そ
の
た
め

一
部
が
ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
層

２
層
は
赤
褐
色
粘
質
土
と
黄

褐
色
粘
質
土
が
土
塊
状
を
呈
し

て
不
整
合
に
接
し
て
い
る
。
こ

の
２
層
は
、
大
月
遺
跡
を
解
く

ひ
と
つ
の
鍵
に
な
る
か
も
知
れ

ぬ
。
と
い
う
の
は
、
後
章
で
も

説
明
す
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ

は
縄
文
中
期
末
葉
に
比
定
し
う

る
第
１
号
住
居
址
が
い
わ
ゆ
る

厚
い
ス
コ
リ
ヤ
層
に
お
お
わ
れ

て
発
見
さ
れ
た
の
を
実
見
し
た
。

け
れ
ど
も
、
第
３
号
住
居
址
や

１
層
は
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド

ロ
ー
ム
層
上
に
堆
積
し
た
ス
コ
リ
や
を
混
入
し
た
責
褐
色
粘
質
土
層
で
あ
る
。

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
遺
構
が
形
成
さ
れ
る
の
も
お
お
む
ね
こ
の
面
か
ら
で
あ
り
、

と
交
錯
し
、
明
確
に
は

一
線
を
画
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

企
礫

第 4表 大月遺跡調査地区垂直的層序表

暗黒色土層
乾
礫

暴褐色土層

第 7図  大月遺跡調査地区層序図

現 蔵 ■  ]:

黄褐色土層キスコリヤ

いわゆるローム層
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第
４
号
住
居
址
の
歴
吏
時
代
の
遺
構
を
検
出
す
る
際
に
は
そ
う
し
た
ス
コ
リ
ヤ
の
被
覆
層
を
見
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
紀
文
中
期
末
葉
を
過

ぎ
た
あ
る
年
代
か
ら
歴
史
時
代
の
遺
構
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
攪
乱
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
も
成
り
立
つ

わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
２
層
は
凸
レ
ン
ズ
状
に
不
整
合
に
、
攪
乱
そ
の
も
の
の
状
態
で
観
察
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

３
ａ
お
よ
び
３
ｂ
と
し
た
も
の
は
、
３
層

一
般
に
分
類
さ
れ
る
と
は
考
え
な
い
方
が
よ
い
。
た
だ
し
、
３
ｂ
は
後
述
す
る
遺
構
、
す
な
わ
ち
土
壊

１
が
検
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
層
序
だ
し
、
土
器

・
石
器
が
発
見
さ
れ
る
の
も
こ
の
層
か
ら
以
下
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
お
き
た
い
。
も
っ
と
も
こ

れ
は
、
第
２
号
住
居
址
の
発
見
さ
れ
た
地
域
の
グ
リ
ッ
ド
を
の
ぞ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

４
層
は
暗
黒
色
土
層
で
あ
る
。
明
言
す
る
こ
と
は
は
ば
か
な
が
、
旧
制
都
留
中
学
校
が
開
校
さ
れ
る
以
前
の
表
土
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
上
の
上
に
の
っ
て
い
る
土
層
は
い
う
ま
で
も
な
く
二
次
堆
積
層
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ

で
い
う
５
層
で
あ
る
。
こ
の
５
層
は
後
で
も
述
べ
て
い
る
が
、
人
工
に
よ
る
二
次
堆
積
層
と
考
え
た
い
。
層
厚
約
六
〇
ｃｍ
で
遺
跡
の
全
体
を
お
お
っ

て
い
る
が
、
新
し
い
年
代
の
攪
乱
地
点

（た
と
え
ば
第
２
号
住
居
址
面
上
付
近
と
か
ご
み
穴
の
あ
っ
た
Ｂ
１
１４
区
な
ど
）
を
の
ぞ
け
ば
遺
物
は

一
点

も
検
出
さ
れ
な
い
無
遺
物
層
で
あ
る
。

（平
松
康
毅
）

９

地
区
の
設
定

今
回
の
調
査
は
、
校
合
建
設
敷
地
内

（面
積
六
九
九

・
八
平
方

ｍ
）
と
い
う
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
実
施
さ
れ
た
た
め
に
、
お
の
ず
か
ら
地
区
設
定

も
こ
の
範
囲
で
行
な
う
こ
と
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。

調
査
の
性
質
上
、
よ
し
ん
ば
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
記
録
保
存
と
い
う
ケ
ー
ス
し
か
あ
り
え
な
く
、
調
査
範
囲
を
Ｒ
つ
ぶ
し
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濁
型

お
瑠

に
発
掘
す
る
こ
と
が
理
想
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
区
設
定
は
、
従
来
の
細
長
い
ト
レ
ン
チ
よ
り
も
、
調
査
地
域
全
体
に
網
を
か
け
る
、

い
わ
ゆ
る
グ
リ
ッ
ド
方
式
で
と
り
お
こ
な
う
よ
う
決
定
し
た
。
こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
、
前
記
し
た
面
積
内
に
一
辺
が
二
ｍ
の
方
眼
の
地
区
割
を
設
定

し
た
場
合
、
長
径
に
二
七
枡
、
短
径
に
は
四

・
五
の
枡
組
が
設
定
で
き
る
計
算
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
範
囲
の
殆
ん
ど
は
、
旧
校
合
を
取
毀
し
た
後
の
空
地
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
建
物
の
土
台
と
な
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
縦
横
に
走
っ
て
い
た
し
、
あ
ま
つ
さ
え
、
尾
籠
な
話
だ
が
便
所
を
つ
ぶ
し
た
痕
跡

（
い
う
ま
で
も
な
く
便
槽
の
こ
と
で
あ
る
）

す
ら
う
が
が
え
た
。
そ
れ
に
既
発
表
の
文
献
や
従
前
の
施
設
拡
充
工
事

（体
育
館

・
プ
ー
ル
・
学
生
寮
な
ど
）
で
得
ら
れ
た
知
識
か
ら
帰
納
し
て
包

含
層
は
浅
く
て
現
地
表
下
七
Ｏ
ｃｍ
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

一
五
Ｏ
ｃｍ
も
掘
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
っ
た

（ち
な
み
に
、
こ
の

予
測
は
適
中
し
た
）。
し
か
し
、
万
が

一
、
歴
史
時
代

（む
ろ
ん
中
世

。
近
世
の
も
の
も
含
む
）
の
遺
跡
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
保
障
も
な
い
か
ら
、

地
区
設
定
は
あ
ら
か
じ
め
面
積
の
西
半
分
だ
け
杭
打
ち
を
や
っ
て
お
き
、
の
こ
り
は
結
果
を
み
て
後
日
設
定
す
る
と
い
う
方
針
で
調
査
を
開
始
し
た
。

つ
い
で
に
い
う
と
、
こ
の
段
階
で
東
半
分
の
表
土
剖
ぎ
に
は
機
械
を
入
れ
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
。

さ
て
、
結
果
は
と
い
う
と
、　
一
辺
が
二
ｍ
の
方
眼
の
内
部
を
縦
横
に
走
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎

（そ
の
他
や
っ
か
い
な
施
設
の
あ
る
こ
と
は
前

に
書
い
た
）
を
土
層
観
察
用
の
あ
ぜ
を
残
し
な
が
ら
、　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
を
取
り
の
ぞ
く
作
業
は
、
人
夫
で
す
ら
ま
さ
に
至
難
の
わ
ざ
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
う
し
た
建
物
の
土
台
は
、
別
に
割
石
に
よ
る
も
の
ま
で
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
け
だ
し
旧
制
中
学
時
代
の
建
築
物
の
土
台
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
徐
徐
に
発
掘
を
進
め
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
前
に
書
い
た
創
石
に
よ
る
基
礎
の
部
分
の
も
っ

と
下
の
地
層
ま
で
、
人
為
に
よ
る
攪
乱
層

（二
次
堆
積
層
）
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
旧
制
中
学
校
の
開
校
さ

れ
た
明
治
時
代
、
も
し
く
は
そ
の
後
に
お
い
て

一
度
盛
土
さ
れ
、
し
か
る
の
ち
建
物
の
土
台
を
施
設
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た

（昭
和
の
初
期
に
発
表
さ
れ
た
報
文
の
な
か
で
、
朝
謝
周
劉
劉
判
３
引
引
州
剛
「
刻
劇
剰
剰
刺
日
鋼
引
国
洲
調
州
、
と
書
い
て
あ
る
の
は
、
ゎ
れ
わ

れ
の
考
え
の
正
し
さ
を
裏
打
ち
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
―
傍
線
筆
者
）



こ
こ
ま
で
書
け
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
表
土
下
六
Ｏ
ｃｍ
余
り
が
二
次
堆
積
土
と
し
て
の
無
遺
物
層
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
各
種
建
築
物
の
基
礎

に
よ
っ
て
調
査
の
進
渉
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
も
判
明
し
た
。
か
く
て
こ
の
難
問
を
解
決
す
る
に
は
、
人
手
を
増
員
す
る
こ
と
よ
り
も
機
械
力
を
利

用
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
有
効
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
た
。
＞」う
し
て
東
半
分
の
表
土
制
ぎ
に
は
、
大
袈
裟
に
言
え
ば
、
大
方
Ｑ
疑
げ
を
買
う
こ
と

を
覚
悟
し
て
、
後
退
式
の
パ
ヮ
ー

・
シ
ャ
ベ
ル
ー
ー
ブ
ル
ド
オ
ザ
ー
で
は
無
い
こ
と
を
お
含
み
い
た
だ
き
た
い
―
―
を
導
入
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
調
査
範
囲
の
東
と
西
で
は
、
地
区
割
の
方
法
自
体
を
相
違
さ
せ
た
。
し
か
し
、
杭
の
本
数
を
減
ら
せ
た
の
み
で
、
排
土
面
積
は

一
向
に
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
軒
の
住
居
址
の
発
見
で
、
調
査
地
域
外
に
拡
張
区
を
設
け
た
こ
と
も
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
地
区
の
呼
称
は
、
縦
軸
の
西
か
ら
東
に
１
、
２
、
３

・
・
・
の
数
字
を
、
横
軸
に
は
南
か
ら
北
の
方
向
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

・
・
・
の
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
記
号
を
付
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
横
軸
の
Ａ
の
区
画
と
縦
軸
の
１
の
区
画
の
交
点
に
あ
た
る
地
区
は
Ａ
１
１
区
と
よ
ぶ
よ
う
に
し
た
。
な

お
、
調
査
地
区
現
表
上
の
標
高
は
Ｂ
１
１
区
西
壁
で
二
六
五

・
一
四
ｍ
、
Ｂ
１
３７
区
東
壁
で
三
六
五

・
〇
五
ｍ
で
あ
っ
た
。

（平
松
康
毅
）

参
考
文
献

仁
科
義
男

【
甲
斐
国
大
月
の
先
史
遺
跡
に
就
て

（史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
　
第
二
集
第
五
号
）
文
部
省
　
昭
和
三
年

山
本
寿
々
雄

中
山
梨
県
の
考
古
学
　
士
口
川
弘
文
館
　
昭
和
四
三
年

１０

地
区
と
遺
構

い
ず
れ
の
地
区
で
ど
の
よ
う
な
種
類
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
第
九
図
に
提
示
し
た
。

す
な
わ
ち
、
地
区
割
番
号
の
若

い
順
に
説
明
す
る
単
―
―

協

型



Ａ
Ч

国 未発掘       Y

第九図 大月遺跡遺構分布図

ｄ

Ｂ
１
１
～
３
区
で
は
、
後
に
第
２
号
住
居
址
と
仮

称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
縄
文
時
代
の
住
居
址
が
―
―

厳
密
に
は
痕
跡
が
―
―
発
見
さ
れ
た
。
し
か
る
に
、

Ａ
～
Ｃ
１
３
～
６
区
に
は
い
わ
ゆ
る
便
槽
が
存
在
し

た
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
施
設
を
建
設
中
に
周
辺
部

を
も
は
な
は
だ
し
く
攪
乱
し
た
も
の
と
み
え
て
、
住

居
址
の
検
出
さ
れ
た
Ａ

・
Ｂ
１
１
～
３
区
の
土
層
中

に
は
人
頭
大
の
円
礫
や
角
礫
が
多
量
に
認
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
Ｃ
１
１
～
３
区
お
よ
び
Ｂ
１
１
～
３
区
の

一

部
に
は
ま
た
別
の
攪
乱
の
形
跡
が
あ
っ
た
。
要
す
る

に
、
攪
乱
に
つ
ぐ
攪
乱
で
、
本
住
居
址
の
床
面
も
平

面
プ
ラ
ン
も
判
然
と
し
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。

次
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｈ
区
で
は
土
壌
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

の
遺
構
は
、
頭
初
は
歴
史
時
代
の
柱
穴
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
祝
覚
的
観
察

の
こ
と
、
調
査
を
す
す
め
る
う
ち
に
、
ほ
か
な
ら
ね

土
墳
と
呼
ぶ
べ
き
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
。

0                    10n
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Ｄ

・
Ｅ
１
７
～
Ｈ
区
で
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
取

っ
と
き
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
第
１
号
住
居
址
と
仮
称
し
た
純
文
時
代
の
登
穴
式

住
居
址
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
記
地
区
割
で
発
見
さ
れ
た
の
は
お
よ
そ
全
周
の
考
、
の
こ
り
は
調
査
範
囲
外
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
住
居
址
を
完
全
に
検
出
す
る
た
め
に
必
要
な
方
途
は
た
だ
ひ
と
つ
、
調
査
地
域
外
に
拡
張
区

（Ｆ

・
Ｇ
１
７
～
１１
区
）
を
設
け
る
し
か
な
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
全
貌
を
現
わ
し
た
も
の
、
そ
れ
が
第
１
号
住
居
址
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

ま
た
、
Ｄ

・
Ｅ
１
１５
～
‐８
区
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
も
第
１
号
住
居
址
と
同
様
、
調
査
範
囲
外
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
掘
さ
れ
た
。
本
遺
構

は
、
い
わ
ゆ
る
古
墳
時
代
か
ら
歴
史
時
代
を
つ
な
ぐ
、
い
わ
ば
接
触
期
の
範
疇
に
も
考
え
ら
れ
る
竪
穴
式
の
住
居
址
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
住
居
址

の
光
西
面
に
は
カ
マ
ド
が
造
り
つ
け
て
あ
る
。
第
３
号
住
居
址
と
仮
称
し
た
。

次
に
、
Ｅ
１
２２
～
２３
区
に
わ
ず
か
に
引
掛
か
っ
た
の
が
、
第
４
号
住
居
址
で
あ
る
。
こ
の
竪
穴
住
居
址
も
第
３
号
住
居
址
と
同
時
代
の
遺
構
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
平
面
プ
ラ
ン
の
類
似
の
み
な
ら
ず
、
土
師
器
や
須
恵
器
な
ど
の
日
常
雑
器
に
加
え
て
、
鉄
製
品
を
出
土
さ
せ
た
こ
と
ま
で

一
致
し

て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
、
は
た
し
て
遺
跡
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
考
古
学
的
解
釈
を
施
す
必
要
が
あ
る
か
ど

う
か
、
き
わ
め
て
難
渋
な
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
明
確
に
造
構
と
い
え
る
よ
う
な

「型
」
を
も
た
ず
、　
一
部
で
風
倒
木
と
称
し
て
か
た
ず
け

て
い
る
代
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、
樹
木
が
倒
れ
れ
ば
そ
の
根
を
さ
さ
え
て
い
た
土
層
は
攪
乱
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
根
の

片
鱗
で
も
観
察
さ
れ
た
の
な
ら
と
も
か
く
、
そ
う
で
な
い
時
に
ま
で
単
に
風
倒
木
に
よ
る
攪
乱
と
か
た
ず
け
て
よ
い
か
ど
う
か
躊
賭
し
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。
と
い
っ
て
、
こ
の
種
の
解
釈
を
け
ざ
や
か
に
否
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
群
馬
県
内
の
道
跡
の
そ
こ
こ
こ
で
実
見
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
風
倒
木
の
痕
跡
が
Ｃ

・
Ｄ
１
３２

・
３３
区
に
お
い
て
観
察
さ

れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ひ
と
ま
ず
特
殊
攪
乱
と
仮
称
し
て
お
く
。

（平
松
康
毅
）
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第一〇図 大月遺跡第 1号住居址面上地質層序図 (D― 10区 Jし壁)

盗

瑠

第
二
章

縄
文
時
代

１

第
１
号
住
居
址

ｒ
聰

本
住
居
址
は
Ｃ
～
Ｅ
１
７
～
ｎ
区
で
全
周
の
約
■
が
発
見
さ
れ
、
Ｆ

・
Ｇ
１
７
～
１１
区
を
拡
張
発
掘

し
て
全
貌
を
明
ら
か
に
し
え
た
。

住
居
址
面
上
の
層
序
は
五
層

（上
か
ら

一
・
二

・
・
層
）
に
細
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
現
表
土
か
ら

マ
イ
ナ
ス
一
・
三
ｍ

（標
高
三
六
三

・
八
ｍ
）
の
地
点
で
厚
い
ス
コ
リ
ヤ
層
が
確
認
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
ス
コ
リ
ヤ
層
こ
そ
住
居
址
面
上
を
被
覆
す
る
第
五
層
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
層
の
第
四
層
は

一
三
卿

の
層
厚
を
も
つ
黄
褐
含
土
層
と
ス
コ
リ
ヤ
混
入
上
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
は
赤
褐
色
土
と
火
山
灰
粒
土
の

混
入
土
層
と
暗
褐
色
土
に
ス
コ
リ
ヤ
の
混
入
し
た
土
層
が
土
塊
状
を
呈
し
て

一
部
不
整
合
に
接
し
て
い

る
。
こ
れ
を
第
二
層
と
呼
び
た
い
。
次
に
第
二
層
は
黒
褐
色
土
層
で
あ
り
、
第

一
層
と
い
う
の
は
二
次

堆
積
層
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
で
つ
第
二
層

（黒
褐
色
土
層
）
が
本
来
は
表
土
層
と
し
て

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
住
唇
址
の
平
面
形
は
、
ほ
ぼ
六
角
形
を
想
起
さ
せ
る
隅
九
方
形
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
し
か
も
こ
の
住
居
址
で
は
埋
簑
が
二
個
体
と
な
り
あ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
周
濤

も
二
条
検
出
さ
れ
た
。
柱
穴
は

一
部
が
重
複
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
こ
が
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で

黄福色土層十スコリヤ



あ
る
け
れ
ど
も
、
住
居
址
中
央
よ
り
や
や
北
東
部
に
奥
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
石
囲
炉
は
、
炉
の
縁
石
が
北
側
を
除
い
て
位
置
が
ず
れ
て
い
た
り
、
抜

き
取
ら
れ
た
痕
跡
を
辛
う
じ
て
留
め
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
抜
き
取
ら
れ
た
縁
石
は
本
住
居
址
内
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
こ
の
住
居
址
を
使
用
し
た
住
人
が
、
住
居
廃
絶
の
際
に
炉
を
壊
わ
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
本
住
居
址
は
全
周
拡
張
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
住
居
址
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
概
略
述
べ
き
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
住
居
址
発
見
の
上
器
は
、
そ

の
出
土
状
態
よ
り
帰
納
し
て
以
下
の
三
群
に
分
類
す
る
こ
と
が
土
器
の
型
式
的
変
遷
を
、
ひ
い
て
は
住
居
址
の
歴
史
的
意
義
を
理
解
さ
せ
や
す
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

第

一
群
の
土
器

埋
甕
ω
で
あ
る
。
埋
甕
は
二
個
体
発
見
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
前
記
し
た
よ
う
に
周
溝
も
二
条
検
出
さ
れ
て
い
埋
甕
ω
が
内
周
の
濤
に
伴
な
う
こ

と
か
ら
、
埋
甕
②
に
先
行
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
時
間
的
位
置
付
け
を
お
こ
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
型
式
的
に
は
分
類
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
埋
簑
ω
は
住
居
の
南
側

（入
口
部
と
思
わ
れ
る
）
に
正
位
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
。
個
体
は
口
縁
部

・
底
部
の
ほ
か
全
同
の
約
考
を
欠
損
し

て
い
た
。
同

一
個
体
と
思
わ
れ
る
日
縁
部
破
片
が
本
住
居
址
床
面
直
上
と
後
述
す
る
第
２
号
住
居
址
の
覆
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

第
二
群
の
上
器

い
わ
ゆ
る
三
条
の
周
濤
の
う
ち
外
周
の
濤
に
伴
な
う
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
埋
甕
②
を
は
じ
め
と
し
て
床
面
直
上
で
発
見
さ
れ
た
０
～
０
そ
れ
に

第一一図 大月遺跡
調査地区層序



Ａ
Ｈ

ｒ

聰

第一二図 大月遺跡第 1号住居址原位置 (上器)実測図



⑪
の
土
器
底
部
で
あ
る
。

②
は
埋
簑
で
あ
り
ω
と
と
な
り
あ
っ
て
正
位
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
。
個
体
は
底
部
と
器
体
の
孝
を
欠
損
し
て
い
る
。
０
は
炉
の
南
西
側
で
炉
に
近

接
し
て
発
見
さ
れ
た
。
個
体
は
床
面
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
④
は
炉
の
西
側
約
二
〇
ｃｍ
の
床
面
上
で
倒
れ
た
状
態
で
発
見
さ

れ
た
。
個
体
は
口
縁
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
⑤
は
炉
内
の
南
部
で
倒
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
個
体
は
口
縁
部
を

一
部
分
欠
損
し
て
い
る
以
外
は

ほ
ぼ
完
形
で
あ
っ
た
。
０
は
炉
内
に
倒
れ
て
い
た
縁
石
の
下
で
発
見
さ
れ
た
小
破
片
で
あ
る
。
⑪
は
炉
か
ら
も
っ
と
も
離
れ
た
西
側
で
直
立
し
た
ま

ま
発
見
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
，

第
二
群
の
上
器

お
お
む
ね
覆
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
で
あ
る
。
⑦
～
ｍ
、
⑫
～
側

の
資
料
で
あ
る
。

石

器

石
器
は
、
前
述
の
如
く
計
八
点

（
Ｓ‐
～
Ｓ８
）
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
第
二
群
の
上
器
に
伴
な
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｓ‐
は
、
炉
の
北
西
側
約

一
・
二
ｍ
の
床
面
上
で
発
見
さ
れ
た
。

Ｓ２
・
Ｓ３
・
Ｓ７
は
ヽ
炉
の
南
西
側
約
二
ｍ
の
床
面
上
で
発
見
さ
れ
た
。

Ｓ４
は
ヽ
炉
の
北
側
約

一
ｍ
の
床
面
上
で
発
見
さ
れ
た
。

Ｓ５
は
ヽ
炉
の
西
側
の
壁
際
で
発
見
さ
れ
た
。

Ｓ６
は
ヽ
炉
の
南
側
で
埋
甕
②
に
接
近
し
て
発
見
さ
れ
た
。

Ｓ８
は
ヽ
炉
の
南
側
約
七
十

ｃｍ
の
床
面
上
で
発
見
さ
れ
た
。　
Ｓ‐
～
Ｓ７
が
ヽ
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
壁
際
で
あ
る
の
に
対
し
て
、　
Ｓ８
は

　ヽ
住
居
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。

旅

Ψ

ね

ｙ
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第一三図 大月遺跡第 I号住居址原位置 (石器)実測図



以
上
、
出
土
土
器
を
そ
の
出
土
状
況
か
ら
二
群
に
分
類
し
、
各

々
説
明
し
て
き
た
が
、

に
よ

っ
て
よ
り
鮮
明
に
把
握
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

|

腑

Ψ

こ
れ
は
、
廃
棄
の
同
時
性
と
い
う
概
念
を
引
用
す
る
こ
と

例

たヽ
ば
、
第
二
群
で
、②
～
０

・

側
を
個
別
に
な
が
め
る
と
各
々
個

有
の
器
形
と
文
様
を
持

っ
て
い
、

必
ず
し
も
同
時
期
の
所
産
で
あ
る

と
は
言
難
い
が
、
少
な
く
と
も
ω

を
埋
簑
と
し
て
埋
設
し
た
内
周
の

濤
の
住
人
と
、
②
～
０

・
⑪
を
床

面
に
残
こ
し
て
い
っ
た
人
々
と
は
、

同

一
人
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ

ぬ
と
い
う
推
渕
を

一
応
は
可
能
に

す
る
。

し
か
し
て
、
こ
こ
で
は
っ
き
り

い
え
る
＞」
と
は
、
②
～
０

・
側

の

上
器
が
住
居
の
廃
絶
と
軌
を

一
に

し
て
廃
棄
さ
れ
た
日
常
雑
器
で
あ

っ
た
こ
と
は
十
中
入
、
九
間
違

い

ユ仲

::::t〔

:ii::::「

~~~~~~――――――
(9生、
i:::!::::::!I!::::::_L昴

第一四図 大月遺跡第 I号住居址平断面器実測図



パ

Ч

Ｆ

為

の
な
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

く
り
か
え
し
い
う
が
、
第

一
群
と
第
二
群
に
分
類
し
た
土
器
は
親
と
子
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の
、
ま
た
、
子
ど
も
で
あ
る
孫
く
ら
い
の
間
を

へ
だ

て
て
い
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
ぬ
。
し
か
し
、
第

一
群
の
土
器
も
第
二
群
の
土
器
も
、
こ
の
住
居
址
が
廃
絶
さ
れ
る
過
程
で
は
じ
め
て
廃
棄
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑

い
の
い
れ
よ
う
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
群
と
し
た
も
の
の
い
く
た
り
か
は
、
第
二
群
の
範
疇
に
入
れ

る
べ
き
も
の
も
少
な
く
な
い
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
大
体
に
お
い
て
住
居
址
廃
絶
後
に

一
括
廃
棄
さ
れ
た
か
、
自
然
埋
没
の
形
で
埋
没
し
た
も
の
に

違
い
な
い
。
こ
の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
パ
タ
ー
ン
論
を
展
開
さ
せ
る
ほ
ど
の
時
間
的
余
裕
も
ま
た
力
も
持
ち
合
わ
さ
な
い
が
、
前
者
に
比
重
を
か
け

れ
ば

（井
戸
尻
パ
タ
ー
ン
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
後
者
を
中
心
に
考
え
れ
ば

（吹
上
パ
タ
ー
ン
）
と
も
と
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
率
直
に

い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
如
く
何
な
に
パ
タ
ー
ン
と
す
み
や
か
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
は
多
少
の
反
省
を
も

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
住
居
は
長
径
約
六

・
二

ｍ
、
短
径
約
五

。
九

ｍ
の
六
角
形
を
想
起
せ
ら
る
膨
み
を
持

つ
隅
丸
方
形
の
平
面
形
を
呈
す
る
。

壁
は
ほ
ぼ
垂
直
に
近
く
立
ち
上
が
り
、
壁
高
十
九
～
二
三

ｃｍ
で
あ
る
。

周
濤
は
二
条
検
出
さ
れ
た
。
外
周
の
濤
は
ほ
ぼ
全
周
し
、
幅
六
～
十
四

ｃｍ
、
深
さ
約
五

伽
で
あ
る
。
そ
し
て
、
濤
中
に
は
径
十
六
～
十
八

ｃｍ
の
小

ピ
ッ
ト
を
存
す
る
。
内
周
の
溝
は
幅
六
～
十
四

ｃｍ
、
深
さ
約
五

ｃｍ
で
あ
る
。
し
か
し
、
溝
は
南
側
に
至
る
に
つ
れ
て
次
第
に
浅
い
窪
み
状
に
な
り
と

ど
の
つ
ま
り
は
不
明
瞭
と
な
る
。

床
は
ロ
ー
ム
を
切
っ
て
平
坦
に
造
ら
れ
て
い
る
。
又
、
外
帯

（主
柱
と
壁
と
の
間
の
空
間
）
北
側
が
軟
弱
で
あ

っ
た
他
、
全
体
的
に
き
わ
め
て
堅

緻
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

炉
は
中
央
よ
り
や
や
北
寄
り
に
位
置
し
、
長
大
な
河
原
石
で
縁
取
り
さ
れ
た
長
径
約

一
。
四

ｍ
、
短
径
約

一
。
三

ｍ
の
ほ
ぼ
方
形
プ
ラ
ン
を
呈
す

る
石
囲
炉
で
あ
る
。
炉
の
内
部
に
は
焼
土
の
堆
積
が
認
め
ら
れ
た
。

柱
穴
は
径
三
〇
～
六
七

ｃｍ
ま
で
、
深
さ
は
床
面
よ
り
四
八
～
七
二

ｃｍ
ま
で
八
個
、
南
側

（
た
ぶ
ん
入
口
部
と
思
わ
れ
る
）
を
除
い
た
各
隅
で
検
出

41



さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
内
、
内
周
の
濤
に
伴
な
う
も
の
は
、
Ｐ２
・
Ｐ４
・
Ｐ７
・
Ｐ９
の
四
本
で
あ
る
。外
周
の
濤
に
伴
な
う
も
の
は
、
Ｐ２
・
Ｐ３
・
Ｐ５
。
Ｐ６
・Ｐ８

の
五
本
で
あ
る
。
尚
、
Ｐ．
は
柱
穴
で
は
な
く
他
の
施
設
と
思
わ
れ
る
。

埋
甕
は
、
南
側

（入
口
部
と
思
わ
れ
る
。
）
に
二
個
体

（ω

。
②
）
正
位
に

一
部
重
複
し
た
状
態
で
埋
設
さ
れ
て
い
た
。
尚
、
い
は
口
縁
部
及
び
、

片
側
半
分
を
欠
損
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
両
者
が
同
時
に
埋
設
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
い
が
埋
設
後
、
同
じ
場
所
に
②
が
埋
設
さ
れ
た
為
に
、
ω
は

②
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

出
土
遺
物
は
、
床
面
か
ら
埋
甕
二
個
体

（ω

。
②
）
を
は
じ
め
六
個
体
分

（⑪
～
０

。
⑪
▼
そ
の
他
に
、
床
面
直
上
の
上
器

（⑦
～
硼
）
を
合
せ

る
と
計
十

一
個
体
分
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
。

石
器
は
、
石
匙

（Ｓ‐
▼

石
核

（Ｓ２
・
Ｓ３
▼

磨
石

（Ｓ４
。
Ｓ５
▼

凹
石

（Ｓ６
～
Ｓ８
）
等
、
計
八
点
発
見
さ
れ
た
。

（奈
良
泰
史

・
平
松
康
毅
）

遺
物

土
　
器

ｏ
第

一
群
土
器

前
述
の
如
く
内
周
の
濤

（古
期
住
居
）
に
伴
な
う
も
の
で
あ
る
。
残
存
し
た
の
は
い
の
み
で
あ
る
。

①
は
現
存
器
高
約
十
七

銅
、
日
径
約
二
三

ｃｍ
、
回
縁
部

・
底
部
を
欠
損
し
た
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
第

一
住
の
床
直
及
び
第
二
住
の
覆
土
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
口
縁
部
破
片
を
合
せ
て
推
定
す
る
と
、
こ
の
土
器
の
器
形
は
、
日
縁
部
に
最
大
径
を
持
ち
、
直
立
し
た
口
縁
か
ら
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を

描
い
て
胴
部

へ
続
き
、
胴
部
で
や
や
膨
み
を
持
ち
な
が
ら
底
部

へ
と
至
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
様
は
、
口
縁
部
で
は
貼
付
に
よ
っ
て
四
単
位
の
渦
巻
文
が
施
文
さ
れ
、
そ
の
区
画
内
は
大
い
沈
線
に
よ
っ
て
充
損
さ
れ
て
い
る
。
頸
部
は
無
文

帯
が
形
成
さ
れ
、
胴
部
は
半
哉
竹
管
に
よ
る
条
線
を
地
文
と
し
、
同
じ
く
半
裁
竹
管
に
よ
っ
て
四
本
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
直
下
に
六
単
位
ず

卜ヽ（ユ́

”̈́
¨̈

一̈一̈
〕・

れ
ず
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第一五図 大月遺跡第 1号住居址出土土器実測図
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第一大図 大月遺跡第 1号住居址 出土上器実測図

第 5表 大月遺跡第 I号住居址柱穴深度一覧表

柱穴番号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7

度

ｍ，
宋
ぐｃ

70 cm 63 cm 65 cm 30 cm 64 cm 70 cm 65 cm



ボ
翌

ン亀

つ
三
本
の
弧
状
沈
線
、
渦
巻
文
、
縦
帯
区
画
が
施
文
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
に
は
石
英
粒
を
含
有
し
て
い
る
。

ｏ
第
二
群
土
器

外
周
の
濤

（新
期
住
居
）
に
伴
な
う
も
の
で
あ
る
。

土
器
の
構
成
は
、
深
鉢
土
器
四

（②
～
⑬
▼

甕
形
土
器

一

（０
）
そ
れ
に
胴
下
半
部

一
側
で
あ
る
。
②
は
現
存
器
高
約
二
十

ｃｍ
、
日
径
約
二
三

・

五

ｃｍ
の
日
頸
部
が
膨
大
し
内
曲
し
た
キ
ャ
リ
パ
ー
形
土
器
で
あ
る
。

文
様
は
撚
糸

（Ｌ
）
を
地
文
と
し
、
日
縁
部
に
は
三
本
の
沈
線
文
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
れ
に
接
す
る
よ
う
に

一
ま
た
は
二
個
の
円
形
沈
線
文
が
四
単

位
施
文
さ
れ
、
そ
の
直
下
か
ら
胴
部

へ
二
本

一
単
位
の
懸
垂
文
が
垂
下
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
円
形
沈
線
文
間
は

一
単
位
二
個

（
一
部
三
個
）
の
割

で
三
本
の
弧
状
お
よ
び
波
状
の
沈
線
文
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
胎
土
に
は
石
英
及
び
雲
母
を
含
有
す
る
。

０
は
、
観
存
器
高
約
二
九

・
五

伽
、
回
径
約
二
四

・
五

帥
、
日
頸
部
外
反
し
、
胴
部
や
や
膨
み
を
持
つ
土
器
で
あ
る
。

文
様
は
、
口
縁
部
で
は
貼
付
に
よ
り
渦
巻
文
が
施
文
さ
れ
、
そ
の
区
画
内
は
刺
突
文
で
充
損
さ
れ
て
い
る
。
頸
部
は
無
文
帯
が
形
成
さ
れ
、
胴
部

は
半
裁
竹
管
に
よ
る
二
本
の
沈
線
文
が
め
ぐ
り
、
そ
の
直
下
は
二
単
位
の
渦
巻
文
が
形
成
さ
れ
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
条
線
に
よ
っ
て
そ
の
間
を
充
損

さ
れ
て
い
る
。

い
は
、
現
存
器
高
約
十
五

ｃｍ
、
現
存
最
大
径
約
十
二

・
四

ｍ
で
あ
る
。

胴
部
に
は
、
凹
線
に
よ
っ
て
Ｓ
宇
状
文
を
二
単
位
、
同
心
円
状
の
不
整
円
形
文
を

一
単
位
表
出
し
て
い
る
。
そ
の
間
は
半
我
竹
管
に
よ
る
条
線
に

よ
っ
て
充
損
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
に
は
長
石
、
雲
母
を
含
有
し
て
い
る
。

０
は
、
現
存
器
高
約

一
七

・
五

帥
、
日
径
約

一
六

ｃｍ
、
回
頸
部
や
や
内
湾
気
味
に
開
く
土
器
で
あ
る
。

文
様
は
、
純
文

（Ｌ
Ｒ
）
を
地
文
と
し
、
口
縁
部
に

一
本
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
直
下
か
ら
懸
垂
文
を
十
本
垂
下
さ
せ
て
い
る
。
胎
土
に
は
、

長
石
を
含
有
し
て
い
る
。
尚
、
器
壁
内
面
に
は
ス
ス
の
付
着
が
顕
著
で
あ
る
。



０
は
、
推
定
で
口
径
三
四

ｃｍ
を
有
す
る
。
半
救
竹
管
で
施
文
さ
れ
た
重
弧
文
土
器
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
胎
土
に
は
、
白
色
、
黒
色
の
粒
子
を

含
有
し
て
い
る
。

⑪
は
底
径
約
九

・
五

釦
で
、
器
面
は
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
器
内
に
赤
色
顔
料
（？
）
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
胎
土
中
は
細
粒
砂
を
含

ん
で
い
る
。

ｏ
第
二
群
土
器

住
居
埋
没
の
過
程
で
土
砂
と
共
に
流
入
し
た
も
の
、
お
よ
び
、
傍
で
生
活
す
る
住
人
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑦
は
、
口
縁
部
破
片
で
、
小
突
起
か
ら
回
縁
部

へ
渦
巻
文
が
垂
下
し
て
い
る
。
こ
の
渦
巻
文
の
間
は
楕
円
形
に
粘
土
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
胎

土
に
は
、
石
英
粒
を
含
有
し
て
い
る
。

①
～
側
は
浅
鉢
土
器
で
あ
る
。
０

。
③
は
回
頸
部
外
反
し
、
胴
部
は
膨
み
を
持
ち
、
０
は
胴
部
に
、
①
は
口
縁
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
最
大
径
を
持
つ

器
形
で
あ
る
。
文
様
は
、
純
文

（Ｌ
Ｒ
）
を
地
文
に
持
ち
、
日
縁
部
は
無
文
で
、
頸
部
に
波
状
に
粘
土
組
を
貼
付
し
て
い
る
。
０
は
口
径
約
二
四

・

五

ｃｍ
、
最
大
径
約
二
六

・
五

ｃｍ
で
あ
る
。
①
は
口
径

（最
大
径
）
約
二
二

伽
で
あ
る
。
胎
土
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
石
英
粒
を
含
有
し
て
い
る
。

側
は
、
回
径
約
二
八

・
二

釦
で
丸
味
を
持

っ
た
口
唇
部
を
呈
す
る
。
胎
土
に
は
、
石
英
粒
を
含
有
し
て
い
る
。

⑫
～
的
は
、
条
線
を
地
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
⑫
は
、
条
線
の
上
に
細
い
北
土
組
が
貼
付
さ
れ
、
⑩
～
⑭
は
、
太
い
半
我
竹
管
に
ょ

っ
て
凸
線
文
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。

側
は
、
曲
線
的
な
凸
線
文
が
施
文
さ
れ
、
そ
の
間
を
半
裁
竹
管
に
よ
る
条
線
で
充
填
さ
れ
て
い
る
。

い
は
、
条
線
の
み
の
上
器
で
あ
る
。

⑩
～
⑫
は
、
紀
文

（⑩

・
帥

。
②
）
・撚
糸

（⑪
）
を
地
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
⑩
～
側
は
紀
文
ま
た
は
撚
糸
を
地
文
と
し
て
、
一二
本

の
沈
線
文

（⑩
）
、
ま
た
、
弧
状
沈
線
文

（倒

・
⑪
）
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
②
は
、
紀
文
の
地
文
上
に
貼
付
に
よ
っ
て
渦
巻
文
を
表
出
し
て
い
る
。

流

ｙ
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④
は
、
無
文
土
器
の
口
縁
部
で
あ
る
。

側
は
、
ω
～
④
が
中
期
後
半

（加
曾
利
母

・
會
利
期
）
の
所
産
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
期
・
（加
曾
利
Ｂ
期
）
の
所
産
で
あ
る
。
薄
手
で
焼
成

は
良
好
、
色
調
は
黒
褐
色
を
呈
す
る
。

（奈
良
泰
史

。
平
松
康
毅
）

石
　
器

Ｓ‐
は
石
墨
片
岩
製
。
薄
い
横
形
の
石
匙
で
あ
る
。
こ
ま
か
い
調
整
剖
離
に
よ
っ
て
つ
ま
み
部
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
下
縁
を
刃
部
と
し
て
使
用
し

た
可
能
性
が
強
い
。

Ｓ２
は
緑
色
凝
灰
岩
製
、
Ｓ３
は
砂
岩
製
で
と
も
に
石
核
で
あ
ろ
う
。

Ｓ４
・
ＳＳ
は
磨
石
で
あ
る
。●
Ｓ４
は
楕
円
形
を
呈
し
、
表
裏
面
と
も
に
磨
痕
が
い
ち
じ
る
し
い
。

Ｓ６
，
Ｓ７
・
儀
は
い
ず
れ
も
凹
石
で
あ
る
。
Ｓ６
は
楕
円
形
を
呈
し
、
両
面
に
浅
い
凹
部
を
も
っ

っ
て
い
る
。
Ｓ８
は
中
央
に
二
ヵ
所
の
凹
部
を
も
ち
、
そ
の
一
つ
は
三
角
形
状
を
呈
し
て
い
る
。

は
凝
灰
岩
製
、
Ｓ７
は
凝
灰
岩
製
、
Ｓ８
は
多
孔
質
安
山
岩
製
。

Ｓ４
は
凝
灰
岩
製
、
Ｓ５
は
凝
灰
岩
製
。

て
い
る
。
Ｓ７
は
両
端
を
欠
損
し
、
表
裏
に
凹
部
を
も

中
部
に
は
い
ち
じ
る
し
い
擦
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
Ｓ６

（佐
々
木
克
典

・
平
松
康
毅
）
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第一七図 大月遺跡第 1号住居址出土石器実測図
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パ
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２

第
２
号
住
居
址

第一人図 大月遺跡第 2号住居址平断面図

ｒ
ｋ

摺
位

・
層
序

本
住
居
址
は
、
Ｂ
グ
リ
ッ
ド
の
Ｏ
～
３
に
検
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
地
表
面
下
約

一
生
二
ｍ
で
ロ
ー
ム
層
に
な
る
。
Ｉ
層
は
攪
乱
層

で
砂
や
小
礫
を
含
む
褐
色
土
層
で
あ
る
。
攪
乱
層

の

一
部
は
Ｈ
層
に
入
り

大
小
の
石
や
礫
の
混
入
が
み
ら
れ
る
。
Ｈ
層
は
細
か
い
礫
を
含
む
暗
褐
色

土
層
で
あ
る
。
Ⅲ
層
は
や
や
粘
性
の
あ
る
暗
褐
色
土
層
と
な
り
、
Ⅳ
層
は

赤
色
お
よ
び
白
色
の
微
粒
子
を
多
量
に
含
む
褐
色
土
層
と
な
っ
て
お
り
、

住
居
上
の
床
面
や
柱
穴
な
ど
の
遺
構
を
伴
う
土
層
で
あ
る
。

遺
構

Ｂ
グ
リ
ッ
ド
０
～
３
付
近
は
、
旧
校
合
の
建
築
の
際
に
攪
乱
を
う
け
た

と
考
え
ら
れ
、
遺
構
の
確
認
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
Ｉ

・
Ｈ
層
か
ら
Ⅲ
層

へ
と
掘
り
下
げ
て
行
く
段
階
で
、
Ⅲ
層
下
部
に
土
器
の
小
片
を
含
む
焼
土

塊
を
三
ヵ
所
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
Ⅳ
層

へ
と
掘
り
進
む
と

大
小
の
長
方
形
を
呈
す
る
石
が
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
石
の
周
囲
に

回
い
面
が
あ
り
床
面
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
精
査
の
結
果
、
直
径

約
六
Ｏ

ｃｍ
、
深
さ
約
七
Ｏ

ｃｍ
の
柱
穴
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お

２
号
住
屋
址
の
床
面
の
範
囲
は
、
攪
乱
や
グ
リ

ッ
ド
設
定
な
ど
の
関
係
か

ら
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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第一九図 大月遺跡第 2号住居址出土土器実測図

法

慨

土
器

２
号
住
居
址
に
関
連
す
る
土
器
は
、紀
文
中
期
の
上
器
を
主
体
と
し
て

い
る
が
、
わ
ず
か
に
紀
文
後
期
の
土
器
ィも
み
ら
れ
る
。
以
下
、
第
二
〇
図

に
し
た
が
っ
て
説
明
す
る
。

１
は
湾
曲
を
呈
し
た
口
縁
部
を
も
つ
深
鉢
形
土
器
の
大
き
な
破
片
で
あ

る
が
、
器
面
全
体
に
紀
文
を
施
し
て
い
る
。
胎
土
は
石
英
、
雲
母
を
含
み
、

色
調
は
茶
褐
色
で
あ
る
。
な
お
、
器
面
の

一
部
に
油
煙
の
付
着
が
み
ら
れ

る
。
２
は
回
辺
部
が
内
折
し
、
環
状
の
把
手
が
つ
い
て
い
る
。
文
様
は
紀

文
の
み
で
あ
り
、
色
調
は
赤
褐
色
で
あ
る
。
胎
土
は
粒
子
が
細
か
く
、
焼

成
は
良
好
で
、
器
厚
は
○

。
六

帥
と
な

っ
て
い
る
。
３
は
隆
起
帯
で
区

画
を
構
成
し
、
楕
円
区
画
の
内
部
に
箆
状
施
文
具
で
条
線
を
施
し
て
い
る
。

色
調
は
赤
褐
色
で
あ
る
。
４
は
粘
土
紐
を
貼
付
し
た
二
本

一
単
位
の
懸
垂

文
を
四
単
位
施
し
、
そ
の
間
を
櫛
目
文
を
地
文
と
し
、
さ
ら
に
縦
に
波
状

沈
線
を
垂
下
し
て
い
る
。
胎
土
は
粒
子
が
荒
く
石
英
を
含
み
、
色
調
は
赤

褐
色
で
あ
る
。
５

ｏ
６

・
７
は
浅
鉢
形
土
器
の
回
縁
部
と
考
え
ら
れ
る
。

７
に
は
口
唇
部
に
赤
色
顔
料
が
み
ら
れ
る
。
８

・
９
は
や
や
外
反
す
る
口

縁
部
を
も
つ
が
、
９
に
も
口
唇
部
に
赤
色
顔
料
が
み
ら
れ
る
。
１０
は
注
口

土
器
の
注
目
部
で
あ
り
、
口
径
は
約

一
・
五

ｃｍ
あ
る
。
＾
色
調
は
茶
褐
色

で
あ
る
。
Ｈ
～
１３
は
条
線
を
地
文
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
■
は
渦
巻
文
や

柩

メ



本

Ｗ

粘
土
紐
に
よ
る
波
状

態
垂
文
を
施
し
て
い

図
　
　
る
。
胎
土
に
石
英
、

沢繰
　
　
雲
母
を
含
み
、
色
調

量
　
　
は
黒
褐
色
で
あ
る
。

出副
　
　
‐４
～
‐６
は
沈
線
区
画

雛
　
　
に
斜
状
の
沈
線
を
施

第
　
　
し
て
ぃ
る
も

の
で
あ

跡壇還
　
　
る
。
１６
は
深
鉢
形
土

月大
　
　
器
の
口
縁
部
で
あ
り
、

岬
　
　
沈
線
区
画
の
間
を
飾

二第
　
　
る
渦
巻
文
の
端
を
垂

下
さ
せ
て
い
る
。
色

調
は
淡
黒
色
で
あ
る
。

‐７
は
沈
線
区
画
の
内

部
に
綾
杉
文

（
ハ
の
文
文
）
を
施
し
て
い
る
。
１８
は
刺
突
状
の
短
い
沈
線
を
施
し
て
い
る
。
１９
は
沈
線
区
画
の
内
部
に
撚
糸
文
を
施
し
て
い
る
。
２０
、

２‐
は
縄
文
を
地
文
と
す
る
が
、　
一
部
を
磨
消
し
、
さ
ら
に
、
沈
線
を
垂
下
し
て
い
る
。
２２
は
微
隆
帯
を
も
つ
口
縁
部
で
あ
る
。

石
器
　
第
２
号
住
屋
址
に
関
す
る
石
器
に
つ
い
て
、
第
二

一
図
に
し
た
が
っ
て
概
説
を
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

5効

攀



１
は
泥
質
片
岩
製
の
打
製
石
斧
で
あ
る
。
２
は
花
南
閃
緑
岩
製
の
石
器
で
あ
る
が
、
欠
損
部
分
が
多
く
形
は
不
明
で
あ
る
。
３
～
６
は
磨
石
で
あ

る
。
３
は
砂
岩
製
、
４

・
５
は
玲
岩
製
で
い
ず
れ
も
楕
円
状
を
呈
し
、
よ
く
磨
か
れ
て
い
る
。
６
は
凝
灰
岩
製
で
形
も
や
や
細
長
く
な
り
、
底
部
と

見
ら
れ
る
部
分
は
著
し

く
磨
耗
し
て
い
る
。
７

は
礫
岩
製
の
凹
石
で
あ

る
が
、
形
は
丸
棒
状
を

呈
し
て
い
る
。

な
お
出
土
し
た
石
器

の
石
材
は
、
花
聞
閃
緑

岩
が
笹
子
峠
付
近
や
真

木
川
上
流
に
分
布
す
る

こ
と
や
、
さ
ら
に
桂
川

流
域
な
ど
に
も
、礫
岩
・

安
山
岩

・
凝
灰
岩

。
玲

岩
な
ど
が
分
布
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
入

手
し
て
加
工
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

（
田
代
　
孝
）
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第二一図 大月遺跡第 2号住居址出土石器実測図
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パ

珂

ｒ
ｋ

３

各
地
区
出
土
の
土
器

・
石
器

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
グ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
っ
た
が
、
遺
物
の
出
土
状
況
は
Ｈ
層
か
ら
Ⅲ
層
に
多
く
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
発
掘
調
査
区
を
東
西

に
三
分
し
た
場
合
、
そ
の
西
側
に
第
１
号
住
居
址
、
第
２
号
住
層
址
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
に
お
け
る
各
グ
リ
ッ
ド
内
に
、
よ
り
濃
密
に
発

見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
遺
物
は
縄
文
中
期
末
葉
を
主
体
と
し
、
後
期
も
若
千
含
む
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

各
地
区
出
土
の
土
器
に
つ
い
て
、
第
二
二
図
、
第
二
三
図
～
第
二
六
図
に
し
た
が
っ
て
概
説
を
す
る
。

第
二
二
図
の
１
は
甕
形
土
器
の
大
き
な
破
片
で
あ
る
。紀
文
を
地
文
と
す
る
が
、
頸
部
に
粘
土
組
を
波
状
に
め
ぐ
ら
し
、
日
縁
の
無
文
部
と
を
区
画
し
て
い
る
。

胎
土
に
石
英
を
含
み
、
色
調
は
赤
褐
色
で
あ
る
。
２
は
底
部
と
胴
部
の

一
部
を
残
し
て
い
る
深
鉢
形
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。
綾
形
状
に
施
文
し
、
粘

土
紐
を
三
本

一
単
位
と
し
て
垂
下
し
て
い
る
。
３
は
深
鉢
形
土
器
の
底
部
と
胴
部
の

一
部
で
あ
る
。
磨
消
し
縄
文
が
施
さ
れ
、
沈
線
が
垂
下
し
、
八

単
位
の
区
画
を
構
成
し
て
い
る
。
色
調
は
茶
褐
色
で
あ
る
。
４
～
１４
は
浅
鉢
形
土
器
の
口
縁
部
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
三
ｔ
二
六
図
で
１
～
‐３
は
甕
形
土
器
の
口
縁
部
で
あ
り
、１
～
４
は
い
わ
ゆ
る
重
孤
文
で
あ
吹
５
～
８
は
斜
状
の
沈
線
で
口
縁
部
を
埋
め
て
い
る
。
９
～
１３

は
地
文
に
斜
状
の
沈
線
を
描
き
、
そ
の
上
に
粘
土
紐
を
貼
付
し
、
網
目
文
を
構
成
し
て
い
る
。
１４
～
‐９
は
条
線
を
地
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
１４

～
‐８
は
粘
土
紐
を
貼
付
し
て
い
る
。
２‐
～
３７
は
組
文
を
地
文
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
２２

，
２３
は
波
状
の
口
縁
を
も
ち
、
太
い
沈
線
を
施
す
こ
と
に
よ

っ
て
半
肉
彫
的
な
文
様
と
な
っ
て
い
る
。
２‐

．
２４
～
２９
は
粘
土
組
や
微
隆
起
帯
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
３０
～
３７
は
沈
線
文
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

３５
は
半
裁
竹
管
様
工
具
で
施
文
し
、
口
縁
部
を
連
孤
状
の
沈
線
で
区
画
し
、
上
部
は
無
文
で
下
部
は
紀
文
に
縦
の
波
状
沈
線
文
や
沈
線
を
施
し
、
さ

ら
に
円
文
に
楕
円
状
の
沈
線
文
を
垂
下
さ
せ
て
い
る
。
３８
～
４０
は
櫛
目
文
を
地
文
と
し
、
波
状
沈
線
文
を
施
し
て
い
る
。
５０
～
５２
は
櫛
状
施
文
具
を

刺
突
し
て
で
き
る
櫛
歯
文
に
よ
っ
て
文
様
を
施
し
て
い
る
。
４‐
～
４９
は
綾
杉
文
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
４‐
～
４６

・
４９
は
沈
線
に
よ
る
区
画
を
構
成
し
、

そ
の
内
部
を
綾
杉
文

（
ハ
の
字
文
）
で
う
め
て
い
る
。
４‐
の
器
形
は
や
や
屈
曲
す
る
が
、
多
く
は
屈
曲
の
少
な
い
深
鉢
形
を
呈
す
る
。
４９
は
綾
杉
文
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第二二図 大月遺跡各地区出上土器実測図(I)
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第二三図 大月遺跡各地区出土土器実測図(2)
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第二四図 大月遺跡各地区出土上器実測図(3)
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が
粗
雑
で
あ
り
、
区
画
が
み
ら
れ
な
い
。
４７

・
４８
は
隆
起
帯
に
よ
る
区
画
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
４７
は
口
縁
部
に
孤
状
の
隆
起
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
さ
　
　
６

ら
に
降
起
帯
を
垂
下
さ
せ
維
区
画
を
構
成
し
、
そ
の
内
部
は
綾
杉
文
を
施
し
て
い
る
。
５３

・
５４
は
沈
線
区
画
の
内
部
に
刺
突
文
を
施
し
て
い
る
。
５５

～
５７
は
沈
線
に
よ
る
区
画
文
を
構
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
５８
～
６７
は
純
文
を
地
文
と
し
、
磨
消
組
文
の
手
法
に
よ
る
文
様
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

開

・
６‐
の
沈
線
が
直
線
の
も
の
と
、
６２

・
６３
の
沈
線
が
楕
円
を
描
く
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
６０
の
よ
う
に
両
者
を
あ
わ
せ
た
よ
う
な
沈
線
を
も

つ
も
の
も
あ
る
。
６４
～
６７
は
器
厚
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
６４
は
環
状
の
把
手
が
つ
き
、
黒
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
６５
は
小
突
起
を
付
し
、
九
棒
状
の

施
文
具
に
よ
り
刺
突
文
を
施
し
て
い
る
。

各
地
区
出
土
の
石
器
に
つ
い
て
、
第
二
七
図
に
し
た
が
っ
て
概
説
を
す
る
。

１
は
砂
岩
製
で
調
打
痕
が
み
ら
れ
る
制
片
石
器
で
あ
る
。
２
～
７
は
石
斧
で
あ
る
。
２
は
砂
質
片
岩
製
、
３
は
砂
岩
製
の
打
製
石
斧
で
あ
る
が
、

両
方
と
も
半
分
以
上
を
欠
損
し
て
い
る
。
４
は
千
枚
岩
製
の
短
冊
形
の
打
製
石
斧
で
、
約

一
九

ｃｍ
あ
る
。　
５
は
玄
武
岩
製

の
分
銅
形

の
打
製
石

斧
で
、
約

一
八

釦
あ
る
。
６
は
輝
緑
凝
灰
岩
製
、
７
は
砂
岩
製

の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
８
～
１２
は
磨
石
で
あ
る
。
８

・
９

ｏ
ｌ２
は
玲
岩
製
、
１０

は
凝
灰
岩
製
、
１１
は
多
孔
質
安
山
岩
製
で
あ
る
。
１３
は
多
く
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
安
山
岩
製
の
石
棒
で
あ
る
。
１４
は
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、

安
山
岩
質
凝
灰
岩
製
の
石
皿
で
あ
る
。
底
部
に
は
凹
が
三
ヵ
所
み
ら
れ
る
。

石
器
の
材
質
の
同
定
及
び
産
出
地
に
つ
い
て
は
県
庁
企
画
調
整
局
和
田
勉
、
山
本
幹
雄
技
師
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
田
代
　
孝
）
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第
二
章

歴
史
時
代

１

第
３
号
住
居
址

第二八図 大月遺跡第 3号住居址面上層序実測図 (E-15区東壁)

t

層
序

本
住
居
址
は
Ｅ
１
１５
～
‐７
区
で
発
見
さ
れ
、
Ｆ
・
Ｇ
１
１５
～
‐７
区
を
拡
張

。
発
掘

し
て
完
掘
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

住
居
址
面
上
の
層
序
は
、
大
よ
そ
四
層

（第
Ｉ
層
～
第
Ⅳ
層
）
に
分
類
さ
れ
る
。

住
居
の
廃
絶
と
軌
を

一
に
し
て

（？
）
は
じ
ま
っ
た
塵
芥
お
よ
び
土
砂
の
堆
積
は
、

床
面
の
す
ぐ
上
が
ロ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
を
混
入
し
た
赤
褐
色
土
層
で
あ
る
け
れ
ど
も
こ

れ
は
自
然
堆
積
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
上
層
の
第
Ⅳ
層
は
黒
褐
色
土
層
、
第
Ⅲ
層

赤
褐
色
土
層
ま
た
は
黒
色
土
層
、
第
Ｈ
層
は
暗
黒
褐
色
土
層
、
そ
の
上
層
は
い
わ
ゆ

る
二
次
堆
積
層

（攪
乱
層
）
で
あ
る
。
現
表
土
よ
り
床
面
ま
で
約

一
・
五

ｍ
を
測
る
。

出
上
状
況
、
完
形
で
出
土
し
た
土
師
器
、
須
恵
器
は
一き
もヽ
な
く
、す
べ
て
破
片
で
あ
る
。
須

恵
器
は
数
が
少
な
く
、
し
か
も
住
居
址
床
面
直
上
で
は
な
く
、
堆
積
土
中
よ
り
散
在

的
に
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
は
、
カ
マ
ド
周
辺
部
と
南
西
隅
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
。

前
者
は
、
焼
土

（灰
）
中
よ
り
検
出
さ
れ
た
遺
物
が
比
較
的
多
く
、
床
面
直
上
の
も

の
は
少
な
い
。
床
面
直
上
で
、
土
師
器

（甕
）
の

一
括
土
器
が
み
ら
れ
る
が
、
焼
土

ヨンクリー ト基礎

暗黒色土層

~竜
τ菟
~｀
>ヽく土:叫

黒褐色土層

ローム粒子+黄褐色土層
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第二九図 大月遺跡第 3号住居址遺物原位置図

中
央
部
よ
り
北
壁
に
か
け
て
約

一
三
〇
伽
四
方
に
散

在
し
て
い
た
，
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
ぐ
原
位
置
を
と
ど
・

め
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
は
、
ほ
と
ん

一ど
床
面
よ
り
約
四
〇
帥
高
い
レ
ベ
ル
で
検
出
さ
れ
、

竪
穴
外
よ
り
出
上
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
多
分
後

世
の
攪
乱
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

カ
マ
ド
付
近
に
、
約
二
七
五
×

一
四
五
飩
の
長
方

形
を
呈
し
、
最
大
厚
約

一
〇
鶴
の
焼
土

・
灰
の
堆
積

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ．
く
、
南
西
隅
に
お
い

て
も
約
二
〇
×
五
五
伽
の
帆
立
貝
状
の
も
の
が
検
出

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
カ
マ
ド
の
焼
土

・
灰
を
掻
き

出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
南
西
隅
の
焼
土
に
隣
接
し
、
商
壁
よ
り
約

一

〇

ｃｍ
地
点
で
ケ
ヌ
キ
状
鉄
製
品
が
検
出
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
特
記
に
値
す
る
。
出
土
状
態
は
、
床
面
よ
り

約

一
〇
卸
高
く
、
つ
ま
み
部
が
南
壁
を
向
い
て
検
出

さ
れ
た
。

こ
れ
ら
結
果
か
ら
帰
納
し
て
、
本
住
居
址
廃
絶
の

魅

ジ
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第三〇図 大月遺跡第 3号住居址平断面図

石
亀

際
に
多
く
の
遺
物
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
外
部
に
運
び
出
さ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

遺
構

平
面
形
は
、
隅
丸
方
形
を
呈
し
、
長
径
約
四

・
九
ｍ
、
短
径
約
二

・
九

ｍ
を
計
測
す
る
。
北
壁
中
央
よ
り
や
や
東
寄
り
に
カ
マ
ド
を
も
つ
。
床
面

の
標
高
は
、
三
六
三

・
四
〇
ｍ
。
ほ
ぼ
平
坦
で
、
ロ
ー
ム
を
ベ
ー
ス
と
し

て
黒
褐
色
土
そ
の
他
の
爽
雑
物
で
、
全
面
に
約
二
～
四
ｃｍ
の
貼
床
を
め
ぐ

ら
し
て
い
る
。
こ
の
床
面
は
比
較
的
軟
弱
で
あ
る
が
、
カ
マ
ド
周
辺
部
と

住
居
址
中
央
部
は
よ
く
踏
み
締
め
ら
れ
て
い
る
。
周
濤
は
、
北
辺
の
一
部

を
除
き
壁
に
そ
っ
て
囲
続
し
、
幅
約

一
〇
ｍ
、
深
さ
約
四
～
八
伽
を
測
る
。

若
千
凹
凸
が
あ
る
が
ほ
ぼ
平
坦
な
濤
底
で
あ
る
。
壁
は
ロ
ー
ム
を
切
り
込

ん
で
最
大
高
約
二
五
伽
を
測
る
。
カ
マ
↑
東
側
に
約
二
七
×
二
〇
伽
、
深

さ
約
二
五
師
の
楕
円
形
を
し
た
小
穴
が
存
在
し
た
。
柱
穴
は
観
察
さ
れ
な

か
っ
た
。

カ
マ
ド
は
北
壁
中
央
よ
り
や
や
東
寄
り
に
遍
在
し
て
発
見
さ
れ
た
。
遺

存
状
態
は
、
あ
ま
り
良
好
で
は
な
い
。
規
模
は
、
現
存
す
る
主
軸
長
約

一

五
〇

帥
、
壁
外

へ
約

一
一
〇

伽
切
り
込
ん
で
い
る
。
煙
道
部
長
さ
約
六
五

ｍ
＾
火
焼
部
約
四
〇
×
四
〇

帥
で
、
火
床
面
は
住
居
址
床
面
を
約

一
〇

釦

程
度
掘
り
く
ば
め
構
築
さ
れ
て
い
る
。
袖
部
は
床
面
を
堀
り
く
ぼ
め
、
長



さ
約
二
Ｏ

ｃｍ
の
河
原
石
を
用
い
、
そ
の
ま
わ
り
を
よ
く
精
選
し
た
粘
土
で
被
覆
し
て
い
る
。
吹
放
し
後
方
の
天
丼
部
は
、
約
七
七
×

一
五
×
二
三

ｃｍ

の
凝
灰
岩

一
個

（火
熱
に
よ
り
二
つ
に
割
れ
て
い
る
）
が
残
り
、
壁
内
に
倒
れ
か
け
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
袖
部
同
様
白
色
粘
土
を
用
い
て
、
煙

道
の

一
部
ま
で
三
角
形
状
に
幅
広
く
被
覆
し
て
い
る
。
な
お
、
支
脚
等
の
遺
物
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

（野
中
和
夫

。
平
松
康
毅
）

遺

物

|

Ａ
　

土
師
器

甕
形
、
鉢
形
、
邦
形
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
遺
物
の
出
土
量
は

少
な
く
、
完
形
品
は
な
い
。
甕
形
土
器
と
部
が
比
較
的
多
く
出
土

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
堆
積
土
及
び
床
面
直
上
よ
り
出
土
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
後
者
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

甕
形
土
器
　
①
は
胴
下
半
部
を
欠
き
、
口
径
　
　
釦
。
口
辺
部

は
ゆ
る
や
か
な
胴
部
か
ら
い
っ
た
ん
立
上
っ
た
後
外
反
し
て
い
る
。

器
面
整
形
は
、
口
縁
部
横
ナ
デ
、
頸
部
は
縦
方
向
、
胴
部
は
横
方

向
の
ヘ
ラ
ナ
デ
で
仕
上
げ
て
お
り
、
部
分
的
に
前
段
階
の
指
頭
圧

痕
が
観
察
さ
れ
る
。
内
面
整
形
は
、
口
辺
部
の
横
ナ
デ
を
特
徴
と

し
、
頸
部
に
輪
積
み
の
接
合
痕
を
も
つ
。
胎
土
は
良
好
で
、
赤
褐

/

|
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が
Ｍ

ど
、

色
を
呈
す
。
②
は
口
辺
部
破
片
で
、
口
辺
部
は

「
く
」
字
形
に
外
反
し
、
横
ナ
デ
後
下
か
ら
上
に
ヘ
ラ
を
か
け
て
器
壁
を
削
り
と
っ
て
い
る
。
頸
部

は
横
の
ハ
ヶ
メ
、
胴
部
は
縦
方
向
の
ハ
ヶ
メ
に
よ
り
整
形
が
な
さ
れ
て
い
る
。
内
面
は
、
日
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
に
指
頭
圧
痕
を
残
し
、
頸
部
に

接
合
痕
を
有
す
。
胎
土
は
良
好
で
、
赤
褐
色
を
呈
す
。
０
は
頸
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
の
破
片
で
あ
る
。
頸
部
は
大
き
く
外
反
し
、
器
壁
も
厚
く
な

っ
て
い
る
。
器
面
は
横
ナ
デ
、
胴
上
部
は
ヘ
ラ
状
工
具
で
口
辺
部
を
接
合
し
な
が
ら
整
形
し
て
い
る
。
胴
部
は
、　
ハ
ケ
メ
痕
の
上
に
斜
め
に
ヘ
ラ
磨

き
が
な
さ
れ
光
沢
を
も

っ
て
い
る
。
内
面
は
、
巻
上
げ
の
痕
跡
が
明
瞭
に
残
り
、
日
辺
部
は
ハ
ケ
メ
の
上
に
部
分
的
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
調
整
が

な
さ
れ
て
い
る
。
胴
部
は
指
頭
に
よ
る
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
胎
土
中
に
は
石
英
な
ど
の
英
雑
物
を
含
む
が
き
め
細
か
く
、
暗
赤
褐
色
を
呈

し
、
外
面
に
は
有
機
質
炭
化
物
が
付
着
し
て
い
る
。
い
は
胴
底
部
の
み
を
残
す
。
平
底
で
木
葉
痕
が
残
り
、
胴
下
半
部
に
か
け
て
二
段
の
カ
ー
ブ
を

も
っ
て
外
反
し
て
い
る
。
器
面
は
、
下

（底
）
よ
り
指
頭
圧
痕
に
よ
る
整
形
が
な
さ
れ
、
内
面
は

ハ
ヶ
メ
痕
の
上
に
指
頭
に
よ
り
仕
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
胎
土
は
比
較
的
良
好
で
、
暗
赤
褐
色
を
呈
す
。

鉢

（小
形
甕
？
）
形
土
器
　
⑬
は
回
辺
部
か
ら
胴
上
部
に
か
け
て
の
破
片
で
あ
る
。
口
辺
部
は
き
つ
い
立
上
り
を
し
な
が
ら
外
反
し
、
胴
部
と
の

接
合
部
に
わ
ず
か
に
稜
を
と
ど
め
る
。
器
面
は
、
胴
部
に
輪
積
み
の
接
合
痕
が
み
ら
れ
、

今
フ
で
整
形
し
て
い
る
α
頸
部
は
ヘ
ラ

（棒
）
状
工
具
に

よ
け
最
終
段
階
の
仕
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
内
面
は
、
日
辺
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
に
は
指
頭
に
よ
る
お
さ
え
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
薄

い
器

壁
を
も
ち
、
精
選
さ
れ
た
胎
上
で
、
色
調
は
暗
褐
色
を
呈
す
。

杯
形
土
器

　

０
は
杯
蓋
口
辺
部
破
片
で
あ
る
。　
口
縁
部
で
外
反
し
、
口
縁
端
部
は
丸
み
を
お
び
な
が
ら
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
て
い
る
。
器
壁
も
外

反
部
は
厚
く
な
っ
て
い
る
。
器
面
整
形
は
、
口
縁
部
横
ナ
デ
、
一肩
部
は
ヘ
ラ
削
り
の
後

ヘ
ラ
磨
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。
内
面
整
形
は
、
横
ナ
デ
後
、

研
磨
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
角
ば
っ
た
石
英
な
ど
の
微
粒
子
を
含
む
が
胎
土
は
良
好
で
、
赤
褐
色
を
呈
す
。

Ｂ
　

須
恵
器
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仏

ノ

不
の
蓋
と
身
を
数
片
出
土
し

て
い
る
。
土
師
器
と
同
様
に
完

形
品
は
な
く
、
す
べ
て
堆
積
土

中
よ
り
検
出
し
た
。

堺
蓋
　
⑦
は
口
径

一
六

・
八

ｃｍ
、
器
高
三

・
五

ｃｍ
。
左
回
転

の
ロ
ク
ロ
水
引
き
技
法
で
製
作

さ
れ
、
擬
宝
珠
状
の
つ
ま
み
を

有
す
。
日
縁
部
は
や
や
外
反
し

な
が
ら
立
上
り
、
口
唇
部
は
丸

み
を
お
び
て
い
る
。
一肩
部
は
巻

上
げ
の
凹
凸
が
明
瞭
に
み
ら
れ

る
。
胎
土
は
比
較
的
良
好
で
、

焼
成
は
よ
く
、
灰
色
を
呈
す
。

表
面
に
は
、
ま
だ
ら
状
に
白
、

責
、
茶
色
の
吹
出
し
釉
が
み
ら

れ
る
。
０
は
⑦
同
様
の
技
法
で

製
作
さ
れ
、
口
径

一
五

・
八

ｃｍ
、



お

琵

節咆

現
存
器
高
三
・
五
伽
。
つ
ま
み
は
夫
な
わ
れ
、
痕
跡
の
み
を
と
ど
め
て
い
る
。
日
縁
部
は
ほ
ぼ
直
立
し
、
日
唇
部
は
丸
み
を
お
び
た
三
角
形
を
な
す
。

一肩
部
は
約
き
ま
で
回
転
ヘ
ラ
削
り
に
よ
る
二
次
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
小
礫
混
り
で
少
々
荒
い
が
、
焼
成
は
良
く
、
灰
色
を
呈
す
る
。
内

外
一面
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る

『
ノ
』
字
状
の
ヘ
ラ
記
号

（窯
印
？
）
が
認
め
ら
れ
る
。

０
　
鉄
製
品

鉄
製
品
は
ケ
ヌ
キ
状
を
呈
し
、
長
さ
約

一
・
九
飩
、
最
大
幅

一
・
七
伽
。
全
体
に
錆
が
い
ち
じ
る
し
い
。

（野
中
和
夫

・
平
松
康
毅
）
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第二三図 大月遺靡第 3号住居址出土鉄製品実測図



２

第
４
号
住
居
址

本
住
居
址
は
Ｅ
１
２２
～
２３
区
に
わ
ず
か
に
引
掛
か
っ

と

伊

た
。
も
し
Ｅ
‐
２０
～
２‐
区
や
同
じ
く
Ｅ
１
２４
～
２５
区
を
試
掘
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
文
字
通

り
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
ひ
い
て
は
こ
の
住
居
址
が
日
の
目
を
見
る
こ
と
も

な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
住
居
址
の
八
～
九
割
方
は
調
査
区
域
外
に
存
在

し
、
Ｆ

．
Ｇ
‐
２２
～
２５
区
を
拡
張

。
発
掘
し
て
完
掘
さ
れ
た
。
第
３
号
住
居
址
と
の
距
離

は
住
居
址
中
央
部
で
約

一
六

ｍ
の
間
隔
を
も

っ
て
い
る
。

層
序

住
居
址
面
上
の
層
序
は
四
な
い
し
五
層
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。す
な
わ
ち

荒
掘
り
を
し
た
ロ
ー
ム
層
中
に
黒
褐
色
　
を
ベ
ー
ス
と
し
て
ロ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
お
よ
び
そ

の
他
の
交
雑
物
で
版
築

（？
）
さ
れ
た
貼
床
の
生
活
面
が
あ
る
。
そ
の
上
層
に
は
褐
色
土

中
に
ロ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
の
混
入
し
た
土
層
が
あ
り
、
そ
の
間
に

一
層

（？
）
軟
質
の
黒
褐

色
土
層
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
褐
色
土
層
、
ま
た
暗
褐
色
土
層
と
堆
積
し
て
最
上
層
で
あ

る
第
二
次
堆
積
層
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
現
表
土
か
ら
床
面
ま
で
の
深
さ
は
約

一
・
六
五

ｍ
で
あ
る
。

つ
い
で
に
で
つ
と
、
断
言
す
る
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
る
が
、
床
面
す
ぐ
上
の

褐
色
土
層
中
に
は
ロ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
が
認
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
攪
乱
の
あ
っ
た
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
観
察
さ
れ
る
。

前
記
第
３
号
住
居
址
と
同
様
に
文
化
遺
物
と
し
て
は
土
師
器

（片
）
、須
恵
器

（片
）
お

よ
び
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。、
遺
物
は
住
居
址
床
面
の
貼
床
下
、
つ
ま
り
荒
掘
部
か
ら

れ
Ｊ

一 ― 一 ― 一 ― ― ―
― ―一 ― ――一標高365π

第二次堆積(攪乱)層

黒褐色
ローム
ブロック
混入土―

粘質
~

黒色土

軟質黒褐色土

黒褐色土+ロ ームブロックE-22区

第二四図 大月遺跡第 4号住居址面上上層序実測図

E-23区
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床
面
直
上
、
さ
て
は
四

〇

釦
上
ま
で
散
在
し
て

い
た
。
そ
の
出
土
状
況

は
本
来
カ
マ
ド
の
存
在

し
た
部
位
を
中
心
に
し

て
密
に
、
そ
れ
よ
り
遠

ざ
か
る
に
つ
れ
て
比
較

的
粗
で
あ
っ
た
。　
一
点

だ
け
出
土
し
た
鉄
製
品

は
住
居
址
中
央
部
の
床

面
直
下
の
荒
掘
部
で
検

出
さ
れ
て
い
る
。

遺
構

平
面
形
は
隅
丸

方
形
を
呈
し
、長
径
約
四
・

九

ｍ
、
短
径
約
二

・
七

ｍ
が
計
測
さ
れ
る
。
い

わ
ゆ
る
周
濤
は
囲
続
せ

ず
、
三
方
の
壁
に
そ
っ

ｒ

ヽ

2m
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第三六図1 大月遺跡第 4号住居址平断面実測図

出

ワ

急
施
設
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
竪

穴
の
深
さ
約
二
〇
釦
で
、
床
面
上
の
標

高
は
三
六
三

・
三
二

ｍ
で
あ
る
。
住
居

址
内
部
の
壁
面
に
そ
っ
て
造
り
つ
け
ら

れ
た
カ
マ
ド
の
遺
存
状
態
は
す
こ
ぶ
る

悪
か
っ
た
。
焚
田
部
や
釜
の
か
か
る
吹

放
し
の
部
位
（実
は
、
・」
の
部
分
が
カ
マ

ド
の
一
番
大
切
な
と
こ
ろ
な
の
だ
が
）

は
壊
減
し
、
そ
の
形
骸
す
ら
と
ど
め
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
カ
マ
ド
存
在

部
に
は
顕
著
な
焼
上
が
み
ら
れ
、
煙
道

部
に
つ
い
て
も
焼
上
を
実
見
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
。

（平
松
康
毅
）

遺

物

Ａ
　
土
師
器

70
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第三七図 大月遺跡第 4号住居址出土土器実測図

整
形
技
法
と
し
て
は
、　
今
フ
状
工
具
に
よ
る
維
あ
る
い
は
横
方
向
の
ヘ
ラ

ナ
デ
・
●
フ
ケ
ズ
リ
が
頭
者
に
観
察
さ
れ
る
。甕
形
土
器
は
明
瞭
な
輪
積
み
接

合
の
痕
跡
を
の
こ
し
．（
小
形
土
器
に
は
胴
下
半
部
、
こ
と
に
底
部
に
移
行
す

る
部
位
に
指
頭
圧
痕
を
と
ど
め
る
も
の
が
あ
る
。
大
形
品
は
比
較
的
粗
製
に

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
小
形
の
土
器
は
精
選
さ
れ
た
胎
土
に

一
辺
が
○

・
五

ｍｍ

～

一
ｍｍ
の
角
ば
っ
た
石
英
の
細
粒
砂
を
交
雑
物
と
し
て
ま
ぜ
あ
わ
せ
て
い
る

も
の
が
少
な
く
な
い
。
色
調
は
赤
褐
色
な
い
し
責
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
底

部
に
木
葉
痕
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
。

Ｂ
　

須
恵
器

第
３
号
住
唇
址
の
出
土
品
と
整
形
技
法
に
お
い
て

一
致
す
る
。

蓋
部
は
左
回
転
の
ロ
ク
ロ
水
引
き
技
法
で
製
作
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
擬
宝
珠

状
の
つ
ま
み
を
つ
く
り
つ
け
て
い
る
。
一肩
部
に
は
巻
上
げ
の
凹
凸
が
明
瞭
に

観
察
さ
れ
る
。

本
住
居
址
で
は
概
し
て
身
の
部
分
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
水
平
に
近
い

偏
平
丸
底
に
い
わ
ゆ
る
脚
部
を
も
う
け
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。

吹
出
し
釉
が
観
察
さ
れ
る
の
は
第
３
号
住
居
址
出
土
品
中
に
み
た
の
と
同
様

で
あ
る
。



Ｃ
　
鉄
製
品

長
さ
七

・
七
ｍ
の
刀
子
状
鉄
製
品
で
あ
る
。

で
緊
縛
さ
れ
て
い
る
。

D
む
ろ
ん
日
常
の
用

（工
具
？
）
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
撃
部
は
平
織
と
お
も
わ
れ
る
布

（平
松
康
毅
）

静

0          3卵
l      l

第三八図 大月遺跡第 4号住居址出土鉄製品実測図
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第三九図 大月遺跡上族粘土塊実測図(I)
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土
堆
１

（第
四
一
図
、
第
一
九
図
版
）

Ｂ
１
１１
区
の
表
土
下

一
二
〇
ｍ
の
地
点
で
発
見
さ
れ
た
。
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
硬
質
の
黒
褐
色
土
中
に

施
設
さ
れ
た
も
の
で
、
直
径

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
前
後
の
不
整
な
円
形
プ
ラ
ン
を
呈
し
、
平
坦
な
壊
底
ま
で
の

深
さ
は
約
二
五
伽
で
あ
る
。
土
壊
内
部
は
、
視
覚
的
に
は
遺
構
の
側
壁
と
判
然
と
は
見
分
け
が
た
い

黒
色
の
覆
土
が
充
満
し
て
い
た
。

出
土
遺
物
は
縄
文
式
土
器
片
と
土
師
器
片
、
そ
れ
に
黒
曜
石
の
制
片
が
数
点
検
出
さ
れ
た
け
れ
ど

も
、
い
ず
れ
も
細
片
で
実
測
不
可
能
な
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
土
師
器
片
の
な
か
に
は
、
杯
形
土
器

の
細
片
で
あ
る
こ
と
が
し
か
と
推
察
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

（平
松
康
毅
）

土
壌
２

（第
四
二
図
、
第

一
九
図
版
）

こ
の
上
娯
は
、
第
３
号
住
居
址
の
床
面
直
．下
の
ロ
ー
ム
層
中
で
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
土
墳
の
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第四〇図 大月遺跡土族実測図(2)

標高363

申
Iロ ームアロック混入暗褐色土

Hロ ーム燈子混入暗褐色土
Ⅲ粘土 ロームブロ ッタ混入
Ⅵ乳白色粘上

第四一図 大月遺跡土株実測図(3)ｈ
耳

面
上
に
あ
た
る
住
居
址
の
床
面
は
い
わ
ゆ
る
貼
床
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
土
壌
が
第
３
号
住
居

址
の
付
属
施
設
で
あ
る
可
能
性
は
十
中
八
、
九
あ
り
え
な
い
。

平
面
プ
ラ
ン
は
隅
丸
方
形
を
呈
し
、
長
径
約
七
Ｏ

ｃｍ
、
短
径
約
六
〇

釦
で
ロ
ー
ム
を
約

一
五

釦

掘
り
込
ん
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土
墳
内
の
堆
積
土
は

一
層
で
ロ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
と
暗
褐

色
上
の
混
入
土
層
で
あ

っ
た
。
平
坦
な
頻
底
を
除
き
、
壁
面
は
厚
さ
約
四

ｃｍ
の
乳
白
色
の
良
質
粘

上
で
被
覆
さ
れ
て
い
る
。
土
壊
内
部
か
ら
、
微
少
な
黒
曜
石
の
制
片
が

一
点
検
出
さ
れ
た
。
つ
い

で
な
が
ら
、
Ｂ
Ｉ
Ｈ
区
で
検
出
さ
れ
た
土
壊
と
は
、
約
入
○

釦
の
比
高
差
が
あ
る
。
前
者
が
高
位

置
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（平
松
康
毅
）

土
塘
３
、
４

・
粘
土
塊

（第

四
三
図
、
）

こ
れ
ら
の
土
壊

。
粘
土
塊
は
、
前
記
土
映
２
と
同
様
、
貼
床
に
な
っ
て
い
る
第
４
号
住
居
址
の

床
面
直
下

（
ロ
ー
ム
層
中
）
で
検
出
さ
れ
た
。
な
か
で
も
土
墳
３
は
、
本
来
、
住
居
址
の
付
属
施

設
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
カ
マ
ド
の
焚
口
が
存
在
し
た
位
置

（
こ
こ
で
は
壊
減
し
て
い
る
）
の
左
側
床

面
直
下
で
発
見
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
頭
初
は
第
４
号
住
唇
址
の
貯
蔵
穴
な
ど
の
付
属
施
設
か

と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
観
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
住
居
の
つ
く
ら
れ
る
以
前
に
施

設
さ
れ
た
遺
構
の
可
能
性
が
大
で
あ
な
。

土
墳
３
は
隅
丸
方
形
で
長
径
約

一
〇
五
ｃｍ
、
短
径
は
九
Ｏ
ｃｍ
弱
、
深
さ
は
約

一
九
ｃｍ
で
あ
る
。

話
ｙ



ｄ

ロ

一
七

ｃｍ
で
あ
る
。
覆
土
は
い
ず
れ
も
、　
ロ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
と
暗
褐
色
上
の

ま
た
、
土
拡
４
は
不
整
な
円
形
を
呈
し
、
直
径
は
約

一
〇
〇

伽
、

混
土
層
で
あ
っ
た
。

次
に
、
粘
土
塊
は
四
〇
×
二
七

銅
の
楕
円
形
を
呈
し
、
厚
さ
約
六

ｃｍ
。
い
わ
ゆ
る
土
拡
２
の
壁
面
を
被
覆
し
て
い
た
粘
土
と
質
を
同
じ
く
す
る
も

の
で
あ
る
。
保
存
用
の
粘
土
塊
で
で
も
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
土
拡

・
粘
土
塊
か
ら
は
、
文
化
遺
物
は
ま
っ
た
く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

（平
松
康
毅
）

２

特
殊
攪
乱

（
第
四
四
図
）

Ｃ

，
Ｄ
‐
３２

・
３３
区
で
は
、　
一
部
考
古
学
徒
の
呼
称
す
る
風
倒
木
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
風
で
樹
木
が
倒
れ
、
結
果
と
し
て
、
土
層
に
攪
乱
が
生
じ
た
痕
跡
を
か
く
言
う
ら

し
い
。
け
れ
ど
も
、
樹
木
は
風
の
み
で
倒
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

「地
区
と
遺
構
」
で
も

書
い
て
お
い
た
よ
う
に
、
樹
木
に
か
か
わ
っ
て
出
来
た
攪
乱
だ
と
は
噺
言
で
き
な
い
う
ら
み
も

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
特
殊
攪
乱
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
Ｃ
‐
３３
区
の
北
よ
り
の
表
土
下

一
一
Ｏ

Ｃｍ
の
黒
褐
色
土
層
中
に
、
い
わ
ゆ
る
ス
リ
バ

チ
状
の
落
ち
込
み
が
発
見
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
い
っ
ぷ
う
変

っ
て
い
た
。
な
ん
と
な
れ

ば
、
本
来
の
こ
す
べ
き
は
ず
の
ロ
ー
ム
を
と
り
の
ぞ
か
ね
ば
落
ち
込
み
を
明
ら
か
に
で
き
ぬ
と

い
う
代
物
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
黒
褐
色
土
層
中
に
平
面

「８
」
宇
形
を
呈
す

ロ
ー
ム
塊
の
広
が

り
が
あ
っ
た
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
で
、
は
じ
め
は
何
か
特
別
な
遺
構
で
は
な
い
か
と
考

第四二図 大月遺跡特殊獨乱実測図

深
さ
は

｀



え
て
い
た
。
し
か
し
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
群
馬
県
下
の
遺
跡
で
も
同
様
の
も
の
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
あ
ま
ね
く
風
倒
木
と
称
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
遺
構
の
範
疇
に
は
か
な
ら
ず
し
も
入
ら
な
い
が
、
実
測
な
ど
行
な
っ
た
の
で
、
あ
え
て
世
に
問
う
こ

と
に
し
た
。
大
方
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

（平
松
康
毅
）

Ｌ
ジ

♪



ｎ
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第
五
章

総

１

大
月
遺
跡
の
時
代
と
問
題
点

結
論
か
ら
い
う
と
、
今
回
の
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
か
ら
そ
の
時
代
を
考
定
す
る
と
、
純
文
中
期
末
葉
を
主
体
と
し
て

一
部
後
期
に
お
よ
ぶ

紀
文
時
代
の
文
化
遺
物
と
、
相
対
年
代
的
に
み
る
と
き
上
限
を
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
歴
史
時
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
、
こ
れ
に
遺
構

（住
居

址

・
土
壊
）
が
伴
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
で
は
、
第

一
章

・
序
説
の

「学
史
」
の
項
で
み
て
き
た
仁
科
の
総
括
と
な
ん
ら
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
仁
科
が

「住
居
上
に
お
い
て
は
竪
穴
の
存
在
を
認
め
ず
、
い
わ
ゆ
る
平
地
石
畳
式
の
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
敷
石
住
居
址
が
発
見
さ
れ
て
よ
い
時
期
の
遺
物
を
検
出
し
て
い
な
が
ら
、
遺
構
そ
の
も
の
は
遂
に
発
見
し
え
な
か
っ
た
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
第
１
号
お
よ
び
第
２
号
住
居
上
と
仮
称
し
た
竪
穴
住
居
の

廃
絶
後
に
、
場
所
を
変
え
て
突
如
敷
石
住
居
が
現
わ
れ
る
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
仁
科
の
発
掘
地
点
は
わ
れ
わ
れ
の
発

掘
地
点
か
ら
は
か
な
り
距
離
を
お
い
て
い
、
今
後
の
研
究
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
の
発
掘
で
敷
石
住

居
址
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
仁
科
の
報
告
を
け
ざ
や
か
に
否
む
ほ
ど
の
理
由
は
み
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
仁
科
は
石
囲
炉
を
検
出
し
、
あ
ま
つ
さ
え
、
土
器
資
料
は
今
回
わ
れ
わ
れ
の
発
掘
し
え
た
縄
文
中
期
末
葉
期
の
も
の
と
同
型
式
の
も
の
を
報

告
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
時
、
同

一
遺
跡
内
で
あ
り
な
が
ら
発
掘
場
所
に
よ
っ
て
は
住
居
の
形
態
が
こ
う
も
変
わ
る
も
の
か
と
い
う
疑
問

の
出
て
く
る
こ
と
も
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。



以
上
の
相
違
点
を
の
ぞ
け
ば
、
石
器
に
粗
製
品
の
多
い
こ
と
な
ど
仁
科
の
明
言
し
た
ま
さ
に
そ
の
通
り
の
結
果
が
出
た
わ
け
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に

新
し
く
考
察
す
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、　
一
つ
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
月
遺
跡
は
い
わ
ゆ
る
環
状
集
落
そ
の
も

の
で
あ

っ
て
、
今
回
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
紀
文
時
代
の
竪
穴
式
住
居
址
も
、
そ
の

一
翼
を
担

っ
て
い
る
も
の
と
勘
案
さ
れ
る
。

次
に
歴
史
時
代
の
竪
穴
式
住
居
址
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
遺
構
は
旧
北
都
留
郡
内
に
お
け
る
初
見
の
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
大
月

。
都

留
両
市
に
お
い
て
土
師
器
お
よ
び
須
恵
器
の
発
見
は
報
じ
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
組
織
的
調
査
は
程
ん
ど
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て
住
居
址
が

そ
の
全
貌
を
現
わ
に
す
る
よ
う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。
住
居
址
は
二
軒
が
三
軒
柱
穴
を
認
め
ず
、
そ
の
上
屋
構
造
を
客
観
的
事
実
と
し
て
説

得
性
の
あ
る
記
述
で
説
明
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
と
は
い
え
、
四
方
に
立
壁
を
も

っ
て
内
部
空
間
を
広
く
使
用
す
る
の
が
こ
の
時
代
の

一
般
的
な

住
居
形
態
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
だ
け
は
言
及
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
大
月
造
跡
は
、
今
後
、
断
続
的
に
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
校
合
の
改
築
は
両
三
度
行
な
わ
れ
る
計
画
が
た
っ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
考
古

学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
、
む
し
ろ
恥
の
う
わ
ぬ
り
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

（平
松
康
毅
）

２

大
月
遺
跡
調
査
の
意
義

第
１
号
住
居
址
で
観
察
さ
れ
た
住
居
の
増
改
築
と
周
溝
に
つ
い
て

住
居
は
ふ
つ
う
築
造
―
―
使
用
―
―
廃
絶
の
過
程
か
、
築
造
―
―
使
用
―
―
増
改
築
―
―
廃
絶
の
四
段
階
の
過
程
を
辿
る
か
す
る
。
も

っ
と
も
、

増
改
築
は

一
度
な
ら
ず
三
度
、
三
度
と
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
二
の
よ
う
な
変
移
の
な
か
で
、
廃
絶
か
ら
埋
没
す
る
ま
で
の
過
程
は
、
土
器
な

ど
文
化
遺
物
の
廃
棄
現
象
と
関
連
さ
せ
て
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
第
１
号
住
居
址
に
お
い
て
看
取
さ
れ
た
増
改
築
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

出
ワ

占
ジ



ｎ
ｗ

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
第
１
号
住
居
址
で
は
、
主
柱
穴
や
周
濤
、
ひ
い
て
は
埋
簑
ま
で
重
復
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
し
か
も
旧
か
ら
新

へ
同
心
円
状
の
ひ
ろ
が
り
を
示
す
、
い
わ
ゆ
る
全
同
拡
張
と
い
う
か
た
ち
で
増
改
築
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
、
住
居
の

一
方
側
だ
け
を
拡
張

す
る
張
出
し
状
増
改
築
と
は
、
改
築
の
方
法
そ
の
も
の
が
相
違
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
後
者
は
、
古
い
住
居
址
を

一
部
壊
せ
ば
よ
い
の

に
対
し
、
前
者
は
屋
根
の
葺
き
変
え
も
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
い
っ
て
み
れ
ば
す

っ
か
り
新
築
す
る
の
と
同
程
度
の
労
働
力
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
て
み
る
と
、
全
同
拡
張

（増
改
築
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ひ
と
り
居
住
人
口
の
増
加
だ
け
で
行
な
わ
れ
た
と
か
た
ず
け
て
し
ま
う
の
は
、
う

が
ち
す
ぎ
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
人
口
増
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
他
の
条
件

（
た
と
え
ば
、
耐
久
年
限
が
き
た

と
か
、
火
災
に
あ
っ
た
な
ど
）
が
加
味
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
増
改
築
が
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

話
を
も
と
に
も
ど
す
と
、
こ
つ
し
て
第
１
号
住
居
址
で
は
全
周
拡
張
の
実
態
が
観
察
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も

（ち
な
み
に
奈
良
泰
史
の
計

算
で
は
約

一
三

ｍ２
の
拡
張
）
、
さ
て
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
意
見
が
あ

っ
た
。

さ
て
、
第
１
号
住
居
址
に
は
つ
ご
う

二
個
体
の
埋
簑
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
言
及
ず
み
だ
が
、
こ
の
上
器
に
直
接
的
な
形
式
的
連
鎖
を
認
め
る

か
ど
う
か

（別
に
い
え
ば
親
と
子
ま
た
は
孫
ほ
ど
の
間
隔
で
型
式
差
が
出
た
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
数
型
式
の
へ
だ
た
り
を
お
い
て
い
る
と
考
え

る
か
ど
う
か
）
に
か
か
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
前
者
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
い
の
だ
が
、
も
し
も
埋
甕
が
数
型
式
の
へ
だ
た
り
を
も

っ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
理
解
の
仕
方
を
す
れ
ば
、　
一
度
は
完
全
に
廃
絶
―
―
埋
没
し
て
い
た
住
居
址
が
幾
世
代
か
後
に
偶
然
掘
り
起
こ
さ
れ
て
再
利
用
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
発
掘
者
の
間
で
は
、
は
じ
め
か
ら
埋
簑
の
型
式
的
連
鎖
を
短
か
く
み
る
む
き
と
、
そ
う
で
な
い
と
ら
え
方
を
す
る
意
見
に

別
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
対
立
は
、
特
に
科
学
的
な
根
拠
を
も
た
ず
、
い
た
ず
ら
に
型
式
の
み
を
細
別
す
る
今
日
の
風
潮
に
馴
ら
さ
れ
た
（？
）
わ
れ

わ
れ
考
古
学
徒
の
迷
い
を
証
明
す
る
何
も
の
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
断
っ
て
お
く
が
、
二
つ
し
た
迷
い
が
滑
稽
だ
な
ど
と
い
う

つ
も
り
は
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
型
式
は
細
別
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
研
究
が
進
歩
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
迷

い
の
な
い
、
別
に
い
え
ば
疑
間
を
も
た
ず



に
研
究
が
す
す
む
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
説
得
力
の
あ
る
方
法
で
型
式
を
分
類
し
、
か
つ
連
鎖
を
把
握
し
な
け
れ
ば

意
味
は
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

話
は
お
も
わ
ぬ
方
向
に
脱
線
し
た
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
発
掘
者
は
再
三
、
再
四
討
論
を
重
ね
、
そ
し
て
ひ
と
つ
の
結
論
を
み
た
。
い
ま
、
そ
の

い
ち
い
ち
を
く
わ
し
く
述
べ
る
い
と
ま
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
二
個
の
埋
甕
は
親
と
子
あ
る
い
は
孫
ほ
ど
の
へ
だ
た
り
で
し
か
型
式
差
を
も
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
結
論
が
で
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
住
居
が
世
襲
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
紡
彿
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ

う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
人
口
の
増
加
と
耐
久
年
限
が
ほ
か
な
ら
ぬ
全
周
拡
張
を
な
し
め
た
大
き
な
理
由
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。

次
に
同
滞
は
、
か
っ
て
は
排
水
溝
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
が
、
第
１
号
住
居
址
の
周
濤
中
に
ほ
ぼ
等
間
隔
で
小
穴
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
周

壁
の
上
留
材
を
埋
め
た
濤
と
理
解
す
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。　
　
つ
い
で
に
い
う
と
、
同
じ
大
月
市
内
で
発
見
さ
れ
た
宮
谷
遺
跡
の
住
居
址
で
は
周

濤
の
な
か
か
ら
土
留
材
が
検
出
さ
れ
た
と
川
崎
義
雄
か
ら
教
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
松
康
双
）

埋
甕
に
つ
い
て

紀
文
中
期
の
関
東

。
中
部
に
埋
甕
の
風
習
が
広
く
行
な
わ
れ
、
そ
れ
は
出
入
口
近
く
が
多
く
、
こ
の
位
置
の
埋
甕
が
胎
盤
葬
と
関
連
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
、
と
力
説
し
た
の
は
桐
原
健
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
に
輪
を
か
け
る
よ
う
な
木
下
忠
の
精
緻
な
集
成
が
世
に
問
わ
れ
る
と
、
「埋
甕
イ
コ

ー
ル
胎
盤
葬
」
と
ま
る
で
条
件
反
射
の
答
が
か
え
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
も
の
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
真
偽
の
程
は
定
か
で
な
い
。

と
い
う
の
は
、
正
体
を
あ
ば
こ
う
に
も
甕
の
中
か
ら
何
も
出
て
こ
な
い
し

（
い
や
、
出
入
口
で
な
い
位
置
に
あ
る
埋
甕
か
ら
は
乳
児
の
骨
が

一
例
、

ま
た
マ
ッ
チ
棒
大
の
四
肢
骨
が
出
た
例
も
あ
る
）、あ
ま
つ
さ
え
土
壊
分
析
で
か
く
か
く
し
か
じ
か
の
解
答
が
出
た
な
ど
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が

な
い
か
ら
、
い
ま
の
と
こ
ろ
桐
原
説
は
黙
認
さ
れ
た
か
た
ち
な
の
だ
。
し
て
み
る
と
肯
定
も
否
定
も
出
来
な
い
ま
ま
で
、
そ
の
積
極
的
証
左
の
明
ら

Ｌ

Ｆ

出

フ



ｎ
可

か
に
な
る
日
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ど
の
み
ち
気
の
長
い
話
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
桐
原
や
木
下
は
と
い
う
と
、
民
俗
学
を
援
用
し
て
の
解
釈
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
信
州
諏
訪
地
方
で
も
胎
盤
は
屋
敷
の
出
入
回
、

多
く
は
沓
ぬ
ぎ
の
下
に
か
っ
て
は
埋
め
ら
れ
た
、
と
藤
森
栄

一
も
言
及
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
風
習
を
埋
甕
解
釈
の
拠
所
と
し
た
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
埋
甕
の
も
つ
歴
史
的
意
義
は
、
す
で
に
議
論
の
余
地
が
無
い
程
ま
で
解
き
つ
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

す
な
わ
ち
、
六
世
紀
ご
ろ
の
日
本
を
記
し
た

『
隋
書
接

（倭
）
国
伝
』
の
次
の
短
章
に
注
目
し
た
い
。

「婚
嫁
に
は
同
姓
を
取
ら
ず
、
男
女
相
悦
ぶ
者
は
即
ち
婚
を
為
す
。
婦
、
夫
の
家
に
入
る
や
、
必
ず
先
ず
火
を
跨
ぎ
、
乃
ち
夫
と
相
見
ゆ
」

の
記
事
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
古

へ
に
は
、
花
よ
め
が
婚
家
に
入
る
際
、
家
に
入
る
と
何
よ
り
も
ま
ず
火
を
ま
た
ぐ
習
俗
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
し
か

も
こ
の
習
俗
が
、
よ
り
確
実
に
北
方
的
色
彩
の
濃
厚
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
時
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
埋
甕
解
釈
の

一
助
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

要
す
る
に
、
前
記
胎
盤
葬
説
と
同
時
に
、
い
わ
ば
聖
火
燃
焼
址
説
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
想
定
し
て
み
る
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（平
松
康
毅
）
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第

一
図
版
　
大
月
遺
跡
遠
景

岩殿山頂より

大
月
遺
跡
近
景

大月市民病院屋上より
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第
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図
版
　
大
月
遺
跡
発
掘
区
全
景
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(|)発掘区西側

鯵
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(2)発掘区東側



第
三
図
版
　
大
月
遺
跡
各
遺
構
層
序

(1)第 1号住居址

(2)第 2号住居址
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四
図
版
　
大
月
遺
跡
各
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構
層
序

|II=筆輩咎
―

鶴 妙 lil・ .

D

(3)第 3号住居址

(4)第 4号住居址
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図
版
　
大
月
遺
跡
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居
址
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拡張後 の状況 (|

拡張前 と拡張後の状況 (2)



第
六
図
版
　
大
月
遺
跡
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１
号
住
居
址
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状
況

発掘前 ()

●

発掘後 (2)



第
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図
版
　
大
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土
器
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土
状
況

土器 No l

土器 No 2
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図
版
　
大
月
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跡
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―
号
住
居
址
出
土
土
器
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大月遺跡第 I号住居址出土土器



第
九
図
版
　
大
月
遺
跡
第
２
号
住
居
址

●

攪乱状況 (1)

遺物出上状況 (2)
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図
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追
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居
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器

籟
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大月遺跡各地区出上の上器
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図
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器
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け
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政霧

%
大月遺跡各地区出上の上器



第

一
三
図
版
　
大
月
遺
跡
第
―

一
２
号
住
居
址
出
土
�
出
ｙ

0



第

一
四
図
版
　
大
月
遺
跡
各
地
区
出
土
石
器

甥



第

一
五
図
版
　
大
月
遺
跡
第
３
号
住
居
址

遺物出土状況 (1)

遺物取上後 (2)



第

一
六
図
版
　
第
３
号
住
居
址
　
カ
マ
ド

・
出
土
遺
物

娃1手



第
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図

　

大
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第

４
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住

居

址

・
出

上
爆

物



第

一
八
図
　
大
月
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第
４
号
住
居
址

。
出
土
遺
物



第

一
九
図
版
　
土
拡

土拡 |

土拡 2
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